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１．趣旨 

 

（１）事業の概要 

 

本研究事業では、学生の修得度向上、歯科衛生士の資質向上を目指

し、先端技術ＶＲ・ＡＲを活用した新たな教材開発と教育有効性を実証

研究することで歯科医療分野の新たな遠隔教育システム、実践モデルを

構築することを目的としている。 

  

ＶＲ・ＡＲを活用し３Ｄ＝３次元（立体的）に学ぶことは２Ｄ＝２次

元（平面）画像で学ぶよりも理解度が向上することは医師、歯科医師、

看護師養成といった医療系教育分野でも報告が上がっているが、歯科衛

生士教育ではＶＲ・ＡＲを活用した遠隔授業は日本初の試みである。 

 

本事業を通じてＶＲ・ＡＲを活用した教育コンテンツとして確立する

ことで、他校の歯科衛生士学校、医療系他分野へも水平展開することで

さらなる歯科衛生士教育・医療教育の発展に寄与できると考える。 

 

上記を踏まえ、昨年度は、 

 昨年度制作ＡＲモデル（人体の各構造体）のブラッシュアップ 

 新規制作 

 ＡＲ初のアニメーション組み込み 

でラインアップを充実させ、さらに、 

 マーカーを不要にし、 

 学生が任意の位置にＡＲモデルを移動させられるようにアプリ

ケーションをバージョンアップし、操作性を向上させた。 

 

また、学生にわかりやすく使用方法を伝えてトラブル自体の生じる余

地を排除すべく 

 使用方法の動画化に取り組み始めた 
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そして、最終的には 

 遠隔環境下（オンライン）での実際の授業 

 自宅での予習復習 

で活用を開始した。 

 

本年度は、本事業の完了年度として、 

✓ 昨年度の成果を踏まえて、ＶＲ・ＡＲモデル（人体の各構造体）

ラインアップをさらに使いやすくするために改訂、全体構成に変

更を加え、完成させるとともに、 

✓ 授業での円滑な活用をサポートする授業用補助ツール動画の制作 

✓ 遠隔環境下での教育効果の拡大を目指し、本事業開発コンテンツ

を使用しやすくするための学習補助ツール（復習・事前学習サポ

ートツール）の制作 

✓ 開発したＶＲ・ＡＲモデル（人体の各構造体）およびシラバスを

活用し、モチベーションツールとしての可能性の最終検証（授業

満足度検証） 

✓ 開発したＶＲ・ＡＲモデル（人体の各構造体）およびシラバスを

活用した授業と不使用授業で小テストを実施・比較し、理解度・

成績向上ツールとしての可能性の最終検証（学習効果検証） 

を行った 

さらに、日本の歯科衛生士教育に寄与するために、 

✓ 本事業構成機関・委員以外への紹介活動やお問合せ受付けの他、 

✓ 歯科医師の見地からの外部評価を受けるとともに、 

✓ 他校への水平展開を可能にするべく、導入検討学校の参考となる

「標準教案」 

「教員が学生に事前に伝達すべき標準アナウンス事項・ツール」

「他校拡散ツールとしてのＷｅｂ動画」 

を制作した 
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（２）事業の内容について 

 

上述のように、本年度は歯科衛生士分野においてＶＲ・ＡＲを活用し

た遠隔教育コンテンツと水平展開を目指し以下の活動をした。 

 

① ツールの制作 

（１） ＡＲモデル（人体の各構造体）ラインアップの改訂・完成 

（２） 授業用補助ツール動画の制作 

（３） 自主学習補助動画ツール（復習・事前学習サポートツール） 

の制作 

② 最終検証 

（１） モチベーションツールとしての 

 「授業満足度検証のためのアンケート調査」 

（２） 理解度向上ツールとして学習効果検証のための 

 「理解度テスト」 

（３） ＶＲ・ＡＲモデル使用の有無について比較検証のための 

 「成績調査」（小テスト成績比較分析） 

  

③ 日本の歯科衛生士教育に寄与を目指す制作・活動 

（１） 歯科医師からの外部評価・検証 

（２） 拡散ツール公開や他校の理解促進ツールの制作 

（３） 水平展開を目指した広報活動 

 

以下、各活動内容について説明する。 

① ツールの制作 

ラ インアップの揃ったＶＲ・ＡＲモデル（人体の各構造体）を

使用するにあたって、よりいっそう学生が使いやすい環境を整備

する。その目標は、 

✓ ＶＲ・ＡＲモデル（人体の各構造体）を導入した授業の満足

度・理解度、成績を高める 

ことにある。 
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② 最終検証 

開発したＶＲ・ＡＲモデル（人体の各構造体）、各種ツール、

シラバスを使用したモデル授業の成果を検証する。その目標は、 

✓ 水平展開を目指すに当たり、本事業で開発したＶＲ・ＡＲモ

デル（人体の各構造体）の導入効果を明らかにする 

ことにある。 

 

③ 日本の歯科衛生士教育に寄与を目指す活動 

これまでは、専門教育を進めてきた当事者としての観点から教

材開発を進めてきたが、現場の歯科医師の視点で本事業への取り

組みへの意見・評価を求めた。 

また、本事業の構成機関・委員以外が導入を検討する際に必要

となる情報を作成し、また広報活動を行った。その目標は、 

✓ 他校への本事業取り組み成果の拡散 

✓ 水平展開の障壁を減らし、導入検討を容易にする 

ことにある。 

 

 

（３）本事業後の展開（継続性、発展性） 

 

本年度は前項の通り、ＶＲ・ＡＲモデル（人体の各構造体）ラインア

ップと各種活用ツールの制作ともに、最終検証を行い、次のステップへ

の準備として導入検討校・教員の理解促進のための水平展開ツールの制

作を行った。 

実際に本事業を通じて本年度はお問い合わせもいただいており、本事

業終了後も授業での活用実績を積みつつ、本事業構成機関・委員以外へ

の情報提供も惜しまず行うことで、本事業が歯科衛生士教育・医療教育

の発展、さらには歯科医療現場の医療行為に寄与するものとしたい。 
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２．ツールの制作 

（１） ＶＲ・ＡＲモデル（人体の各構造体）ラインアップの改訂・完成 

 

昨年度はＡＲモデル（人体の各構造体）のラインアップを拡充させる

ことができた。また、使用した学生からも「見えないところも見られた

ことで理解が進んでおり」しかも自らの手で拡大・縮小、回転操作も行

えたことで、「学生の学びをより能動的にさせられる」ことがわかり、

本事業で作成したＡＲモデル（人体の各構造体）は、学びが困難な遠隔

環境下でも学生の主体的学習で理解促進させうることが判明している。 

 

本年度は、まず、昨年度までで拡充し続けたラインアップについて、

教育者としての専門的見地から再度確認したが、本事業で開発した各種

ＶＲ・ＡＲモデル[ 咀嚼筋（嚥下 咀嚼筋）／ 舌筋（嚥下 舌筋）／

舌骨上筋（嚥下 舌骨上筋）／舌骨下筋（嚥下 舌骨下筋）／軟口蓋

（嚥下 軟口蓋）／咽頭（嚥下 咽頭）／喉頭蓋（嚥下 喉頭蓋）／嚥

下全体 ／嚥下矢状断面 ／嚥下背面 ／嚥下上面 ／全体、矢状断、

背面、上面統合 ]は、歯科衛生士の専門教育の多くの初学者が苦手・不

得意になり、学業から脱落しやすい「解剖学」「口腔解剖学」「生理学」

「口腔生理学」の学びを支援する教材として、これらのＶＲ・ＡＲモデ

ルは十分カバーしているものと判断した。 

 

そこで、次に、開発したＶＲ・ＡＲモデル（人体の各構造体）の強み

である「見えないところが見える」「能動的に使える」という特長を発

揮するにあたって、十分な発揮を損なう見落としの穴がないか、強みの

さらなる強化箇所はないか、再確認をし、下記①②の改善を行った。 

 

① アプリを開いてすぐに、中身が見やすく、分かりやすく 

昨年度は、本校（日本医歯薬専門学校）、Holoeyes株式会社、そして

アニメーション制作会社の株式会社メディカルグラフィックスの３者で

アニメーション全体のシナリオと動かす部位等の仕様を綿密に打合せを

し、株式会社メディカルグラフィックスが３Ｄアニメーション制作ソフ



 

 

9 

トにてアニメーションを制作した。ＡＲにアニメーションを付けるのは

初めての画期的試みに挑み、正しい動きを再現。見えないところのない

ＶＲ・ＡＲモデル（人体の各構造体）の制作を実現した。 

 

さらに本年度は、各ＶＲ・ＡＲモデル（人体の各構造体）の入口とな

るアプリケーションメニュー画面、コンテンツ表示を整理。アプリケー

ションの使用開始時点で、何が見られるのか分かりやすくするためにメ

ニュー構成を整理（項目名の変更／コンテンツ名の変更／コンテンツの

分割・細分化）し、中身を判別しやすくした。 
 

【本事業で開発完了したＶＲ・ＡＲモデル（人体の各構造体）とそのアプリ表示】 

中身をわかりやすく、 
項目ごとに分けて表示 

中身をわかりやすく、 
コンテンツを再構成 



 

 

10 
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【変更内容】 
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◯従来の項目名「嚥下アニメーション確認用」を「摂食嚥下機能」に変更し

たり◯「骨格系（頭蓋除く）」項目名を削除して「全身骨格」「胸郭」「脊

柱」モデルを「人体各部位」に移動したり◯「咀嚼筋」モデルを「摂食嚥下

機能」から「頭頸部の筋」項目の先頭に移動、◯「矢状断面図_02」を「矢

状断面図_脳幹」に変更し、さらに「矢状断面図_03」も「矢状断面図_脳脊

髄液の循環」に変更し、それらの所属項目として「脳神経」という項目名を

設置しそこに移動したり等、項目名やコンテンツ名（モデル名）の変更・新

設や移動、細分化を行い、全体構成を再構築。遠隔授業環境下や予習復習等

の自主的な学習環境下でも学生が使いやすいようにブラッシュアップした。 
 

【参照：昨年度開発のＡＲモデル（人体の各構造体）とそのアプリ表示】 
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② 能動的に使うために操作性をさらに向上 

昨年度は、ＡＲマーカー不要でコンテンツ表示を可能とするシステム変

更を行い、操作の自由度を確保。その上で、ストレスなく学習できるよう

に、各構造体の表示を２０ｃｍ挙上にすることで見えやすさの向上も実現

させた。さらに、また、学生が任意の位置にＶＲ・ＡＲモデルを移動させ

ることを可能なHoloeyes Edu（アプリケーション）の機能バージョンアッ

プも行った。これらの施策によって、各ＶＲ・ＡＲモデル（人体の各構造

体）の操作性は初期モデルより大幅に向上した。 

 

その上で、さらに本年度は、ＶＲ・ＡＲモデル（人体の各構造体）ごと

にあらためて再精査を加え、最初の表示位置を１５ｃｍや５ｃｍに変更し

たり、９０度回転させて表示させるなど、よりいっそう学生が能動的に使

いやすくなるように、操作性の向上を目指した仕様の変更を行った。 

 

【仕様の変更】 
コンテンツ名 

ＶＲ・ＡＲモデル（人体の各構造体） 
変更内容 

咀嚼筋 最初の表示を平面より１５ｃｍ上に変更 

舌筋 最初の表示を平面より１５ｃｍ上に変更 

舌骨上筋 最初の表示を平面より１５ｃｍ上に変更 

軟口蓋 最初の表示を平面より５ｃｍ上に変更 

咽頭 最初の表示を平面より５ｃｍ上に変更 

嚥下背面上面アニメーション 最初の表示を前方９０度回転させて表示 

全体,矢状断,背面,上面統合 左の嚥下上面を前方９０度回転させ表示 

頭蓋_03 最初の表示を１５ｃｍ後方に変更 

舌骨上筋_02 最初の表示を２５ｃｍ後方に変更 

最初の表示を平面より３０ｃｍ上に変更 

体の方向用語 最初の表示の大きさを１／２に縮小 

矢状断面 最初の表示の大きさを１／２に縮小 

矢状断面_脳幹 頭頸部以下を削除し、最初の表示を平面より

２０ｃｍ上に変更 
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矢状断面_脳脊髄液の循環 頭頸部以下を削除し、 

最初の表示を平面より２０ｃｍ上に変更 

全身骨格 最初の表示を０ｃｍにし、 

平面に立つように変更 

胸郭 最初の表示の大きさを１／２に縮小 

脊柱_01 色分けしていないものに変更 

脊柱_02 現行の色分けのものを表示 

頭蓋_01 最初の表示を２５ｃｍ後方に変更 

頭蓋_02 最初の表示を２５ｃｍ後方に変更 

外頭蓋底・内頭蓋底_01 最初の表示を２０ｃｍ後方に変更 

外頭蓋底・内頭蓋底_02 最初の表示を２０ｃｍ後方に変更 

蝶形骨 最初の表示を１０ｃｍ後方に変更 

下顎骨 最初の表示を１５ｃｍ後方に変更 

咬筋 最初の表示を２５ｃｍ後方に変更 

最初の表示を平面より２５ｃｍ上に変更 

側頭筋 最初の表示を２５ｃｍ後方に変更 

最初の表示を平面より１５ｃｍ上に変更 

内側翼突筋 最初の表示を２５ｃｍ後方に変更 

最初の表示を平面より２５ｃｍ上に変更 

外側翼突筋 最初の表示を２５ｃｍ後方に変更 

最初の表示を平面より２５ｃｍ上に変更 

舌骨上筋_01 最初の表示を２５ｃｍ後方に変更 

最初の表示を平面より４０ｃｍ上に変更 

脳神経_01 最初の表示を２５ｃｍ後方に変更 

最初の表示を平面より２５ｃｍ上に変更 

脳神経_02 最初の表示を２５ｃｍ後方に変更 

最初の表示を平面より２５ｃｍ上に変更 

循環（人体各部位へ移動） 最初の表示の大きさを１／２に縮小 
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（２） 授業用補助ツール動画の制作 

 

開発したＡＲモデル（人体の各構造体）を授業で使用するにあたっ

て、担当教員が学生に対して、その使用方法を遠隔下でも視覚に訴えて

分かりやすく説明するための動画ツールを作成した。作成したツールは 

⑨ 下顎骨 

⑩ 舌骨上筋群 

⑪ 蝶形骨・側頭骨・下顎骨 

⑫ 蝶形骨 

⑬ 咀嚼筋 

⑭ 循環 

⑮ 嚥下全体 

⑯ 嚥下上面 

の８動画となる。 

制作した動画の内容は下記の通り。 

 

① 下顎骨 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３） 学習補助ツール（復習・事前学習サポートツール）の制作 

コンテンツの選択 

平面の検出 ＶＲモデルの表示 

操作の開始 
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② 舌骨上筋群 

 

 

③ 蝶形骨・側頭骨・下顎骨 
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④ 蝶形骨 

 

 

⑤ 咀嚼筋 
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⑥ 循環 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑦ 嚥下全体 

 

 

 

 

 

 

 

⑧ 嚥下上面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

体内に視点をおける操作の自由度を伝える 

アニメーションで動きのあるＶＲモデルにお

いても、操作者は上下左右やズームアップな

ど自由視点で動きが見られることを伝える 

アニメーションで動きのあるＶＲモデルについて伝える 
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（３） 自主学習補助動画ツール（復習・事前学習サポートツール）の制作 

 

開発したＶＲ・ＡＲモデル（人体の各構造体）を学生が自宅等におけ

る復習や事前学習等でひとりでも使用できるように、使用方法をイチか

ら分かりやすく説明する使用方法確認動画ツールを作成した。 

その内容は、ログイン画面から始まり、モードの選択方法、ＶＲ・Ａ

Ｒモデル（人体の各構造体）の表示方法手順、項目・コンテンツ選択方

法、表示されたＶＲ・ＡＲモデルを自由視点で操作できることまで、基

本操作一式についての理解をサポートする内容となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．ＶＲ・ＡＲモデル（人体の各構造体）の新規制作 
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３．最終検証 

 

（１） モチベーションツールとしての「授業満足度検証のためのアンケート調査」 

 

完成したＶＲ・ＡＲモデル（人体の各構造体）を使用した授業を本校

（日本医歯薬専門学校）のみならず、協力他校（本事業構成機関 新東

京歯科衛生士学校）でも、本教材を活用したシラバスで授業を行った。 

 

 

 

 

 

 

今回、授業全体で

ＡＲモデルを使用

した授業計画を設

計し、実行した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

   　コマシラバス 氏名：

1 年生 期 時間 単位

年 7 月 4 日 第 回 （全 回）

今日の授業の流れ
対応テキスト・ページ数

対応資料

骨格系-体幹骨-脊柱
解剖学　教科書P56.58

スマホ

循環-心臓
解剖学　教科書P112.144

スマホ

コマシラバス読み合わせ コマシラバス

スマホHoloeyesEdu使用説明

小テスト スマホ

学生番号：

科目名 解剖学/口腔解剖学

学科・コース 歯科衛生 学科 星野　悠

授業実施日 2023 1 1

部 講師名

MEMO

  事前アンケート

口腔解剖学　教科書P11.12

スマホ

今後学ぶ、口腔解剖について興味が持てる。

体循環・肺循環について選択できる。

小テスト
椎骨の構成について選択できる。

到達度確認

下顎骨
口腔解剖学　教科書P24.25

スマホ

アンケート スマホ

小テスト　

◎…自信をもってできる　　○…できる　　△…復習が必要　　×…できない　　

アンケート スマホ

今日の授業の到達目標

頭蓋を構成する骨
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他校でのＶＲ・ＡＲモデル（人体の各構造体）を使用した授業の満足

度をはかるために検証のためのアンケート調査を実施した結果が以下で

ある（調査は「事前：ＶＲ・ＡＲモデル使用前」と「事後：ＶＲ・ＡＲ

モデル使用後」の２回行っている）。 

 

授業満足度の検証のためのアンケート調査（事前／対象数７９名） 

 

 

 

 

 

77

76

26

7

6

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90

生理学・口腔生理学

解剖学・口腔解剖学

歯科保健指導

歯科予防処置

歯科診療補助

苦手科目（事前調査）３つまで回答可

回答数

2 77

0% 20% 40% 60% 80% 100%

「人体の構造と機能（解剖学・生理学）」

について現在、得意・不得意どちらか

得意 不得意

22 57

0% 20% 40% 60% 80% 100%

「人体の構造と機能（解剖学・生理学）」の

得意・不得意が歯科衛生士の学習を進めるうえで影響

影響していない 影響している

対象者は「人体の構造と機能」について不得意で、歯科衛生士学習に

支障を感じている層である。その層にＶＲモデル（人体の各構造体）

を使用した授業を行った。 
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授業満足度の検証のためのアンケート調査（事後／対象数８５名） 

 

 

 

 

 

 

ＶＲ・ＡＲモデル（人体の各構造体）を使用した授業は、人体の構造

や機能について苦手意識を持ち、歯科衛生士学習に支障を感じている学

生にとって満足度が大変高い結果となった。 

 

そもそも事前アンケートの時点でも、本授業に対しては、 

「少しでも苦手意識が改善できるように楽しみたいと思っていま

す。よろしくお願いします！」 

「この授業を機に解剖学に対する苦手意識が少しでも減ればいいな

と思ってます」 

「少しでも苦手な解剖学が理解できれば嬉しいです。特に苦手な血

85

0% 20% 40% 60% 80% 100%

従来の教科書授業に比べ、VRで解剖学を学んだ所感

良かった

100.0%

43 42

0% 20% 40% 60% 80% 100%

「本日の授業」はいかがでしたか

理解できた まあまあ理解できた あまり理科できなかった、
理解できなかった回答は０

50.6% 49.4%

ＶＲモデル（人体の各構造体）を使用したことで、授業を受けた全員

が従来の教科書による２Ｄ授業よりも「良かった」と感想を述べてい

る。さらに、不得意科目の学習であるにも関わらず、理解できなかっ

た回答がまったくなかった。 

さらに、 

悪かった回答は０ 
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液循環と肺循環があるのでしっかり聞きたいと思います。宜しくお

願いいたします。」 

「解剖学は苦手な教科のうちの一つなので、本日の講義を通して少

しでも解剖学を理解できたらと思います。」 

「教科書等よりも実物を想像しやすいと思うので楽しみ」 

「図では理解できないものが 3Dで見れることが楽しみです」 

「イメージをして覚えられそうで楽しみです」 

「画像や絵よりも理解しやすいと思うので楽しみです」 

「暗記系の科目が不得意なので、今回の授業で分からなかった所の

理解を深められたら良いなと思います」 

などとあり、３Ｄで学べる本授業への期待度は大変高いものであった。

従来の教科書等での２Ｄ教材で苦戦していた学びに対するモチベーショ

ンを大変高めており、その期待に応える授業が実践できたものと考え

る。 

 

実際、事後アンケートではその事前期待を裏切ることがなかったことが

下記のような多くのコメントでも証明されている。 

「立体的に見れることにより理解が深められると思いました」 

「立体的に見れることと説明もわかりやすくで楽しかったです！」 

「実際に立体的に見えてわかりやすかった。先生の説明もわかりや

すかった」 

「3dでみるのと座学のみで受けるのとでは理解度が全然違かった

ので想像がつきやすいから」 

「教科書に書いてある絵よりも実際に３Ｄで見て説明してもらう方

が格段にわかりやすく面白かったです」 

「実物があると視覚的に理解できてわかりやすいため。」 

「立体で見た方が理解しやすい」 

「どこの部位のことなのかすごくわかりやすく、具体的にイメージ

ができました」 

「立体的で近づけたりもしたので画像で見るよりも分かりやすかっ

たです」 
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「立体的なので詳しく見ることができた」 

「文字と図だけと比べて、イメージがより沸きました」 

「2Dより 3Dのほうが、よりわかりやすい」 

「平面で見るよりかなり分かりやすい」 

「立体的に見ることで血管の入り組み方や骨の構造が分かった」 

「記憶に残りやすくなった」 

「教科書の図で見るよりわかりやすかった」 

「先生の解説がとても分かりやすかったです。ＶＲ・ＡＲで興味を

持って、教科書と合わせて確認でき、ノートに落とし込むので、頭

に入りやすかったです」 

「実際に実物を見ながらなのでわかりやすかった」 

「実際に色んな角度からみれて分かりやすかった」 

「立体的に場所が確認できてとてもわかりやすかったです」 

「視覚的に理解が深められました」 

「教科書の図で見るよりも 3Dになっているので自分の身体のどこ

ら辺なのかが分かりやすく理解がしやすかった」 

などと大好評で、「３Ｄ画像を 360°や拡大ができる」（アプリの良かっ

た点・使いやすかった機能に関する学生コメント）ところが高く評価さ

れていた。このように、３Ｄで自由視点で能動的に学べる本教材が、不

得意意識を持っている学生にも強く響き、授業満足度を非常に高めるこ

とに成功した。 

 

さらには、 

「わからなかった所が 明確になりました。他ももっとやって欲し

いです！」 

というコメントも有り、もっと学びたいという積極的な学習意識、学び

への動機づけにも成功している。本事業で開発したＶＲ・ＡＲモデル

（人体の各構造体）は解剖学や生理学が不得意学生の学習へのモチベー

ションを高めるツールとして機能することが明らかになった。 
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なお、事前アンケートにおいて、「人体の構造と機能（解剖学・生理

学）」について、不得意意識が芽生えた時期を尋ねたが、８５．７％の

不得意意識学生が学習開始時点（４月）から不得意意識を持ってしまっ

ていたことも明らかになっており、初学者の学習開始時点から３Ｄ教材

を組み込んだ授業計画の作成が今後の検討課題となりそうである。 

 

 
 

 

※なお、好評を受けて、新東京歯科衛生士では１２月にもＶＲ・ＡＲ

モデル（人体の構造体）を使用した授業を実施させていただいた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

66 11

0% 20% 40% 60% 80% 100%

「人体の構造と機能（解剖学・生理学）」

で不得意意識が芽生えた時期

4月（学習を始めた当時から） 6月（定期試験前後）

85.7% 14.3%

   　コマシラバス 氏名：

1 年生 期 時間 単位

年 12 月 1 日 第 回 （全 回）

舌骨上筋群
口腔解剖学　教科書

P32.33

スマホ

頭蓋を構成する骨
口腔解剖学　教科書

P11.12

スマホ

◎…自信をもってできる　　○…できる　　△…復習が必要　　×…できない　　

アンケート スマホ

今日の授業の到達目標

蝶形骨
口腔解剖学　教科書

P20.21

スマホ

引き続き学ぶ、口腔解剖について興味が持てる。

頭蓋を構成する骨の形態についてわかる。

小テスト（3点）
咀嚼筋の起始・停止およびその部位について正しいものを選択できる。

到達度確認

MEMO

授業実施日 2023 1 1

部 講師名

小テスト スマホ

学生番号：

科目名 解剖学/口腔解剖学

学科・コース 歯科衛生 学科 星野　悠

今日の授業の流れ
対応テキスト・ページ数

対応資料

咀嚼筋
口腔解剖学　教科書

P29.30

スマホ

下顎骨
口腔解剖学　教科書

P24.25

スマホ

コマシラバス読み合わせ コマシラバス

スマホHoloeyesEdu使用説明
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（２） 理解度向上ツールとしての学習効果検証のための「理解度テスト」 

 

満足度の高さが実証されたＶＲ・ＡＲモデル（人体の各構造体）を使

用した授業であるが、次に理解度をテストにより検証した。 

 

理解度向上ツールとして学習効果検証のための「理解度テスト」 

     

保健指導の授業でＶＲ・ＡＲモデル（人体の各構造体）を使用して摂

食嚥下を教授した。まずは、本人の自己申告による理解度を問うた。 

 

前項の授業満足度検証のためのアンケート調査でも現れた結果同様、

高い理解度を獲得した。 

 

では、本当に、理解できていたのか、実は理解できた気になっていた

だけでないのかを検証すべく、摂食嚥下小テスト（設問数４）結果のス

コアを次のグラフに表示した。 

（摂食嚥下過程のある時期の図、摂食嚥下過程の画像、咽頭部を内視鏡で撮影した

画像、摂食嚥下機能訓練の様子を示し、選択解答） 

78

25

53

114

41

73

3

1

2

合計（195名）

7月20日（67名）

10月4日（128名）

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

本日の授業の理解度

理解できた まあまあ理解できた あまり理解できなかった

1.5%58.5%40.0%

1.5%61.2%37.3%

1.6%57.0%41.4%
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全問不正解者や１問正答に留まるような残念な結果となった学生は非

常に少なかった。従来の学び方と異なるスマホやタブレットによる学び

方が、学生の学びの負担になっていないことがわかる。 

 

それどころか、３／４以上の正答者が過半数を大きく超えている。全

問正答者も多く見られている。ＶＲ・ＡＲモデル（人体の各構造体）を

使用する授業に学習効果があることがわかる。 

また、モチベーションツールとして学ぶ動機が高まった学生が、さら

に自宅等での復習でも使うことでいっそうの学習効果の向上が期待でき

よう。 

なお、そのためには、学生の高まったモチベーション任せにすること

なく、担当教員の方からも、学生へ学習においての立ち位置を実感させ

る授業の仕掛けを行った上で、繰り返し反復学習の「必要感」の動機づ

けを行うことも必要となろう。 

 

 

 

 

 

 

1

1

0

13

5

8

41

23

18

72

21

51

68

17

51

合計（195名）

7月20日（67名）

10月4日（128名）

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

摂食嚥下小テストスコア

0/4 1/4 2/4 3/4 4/4

0.5% 21.0% 36.9% 34.9% 6.7% 

1.5% 34.3% 31.3% 25.4% 7.5% 

0.0% 14.1% 39.8% 39.8% 6.3% 
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（３） ＶＲ・ＡＲモデル使用の有無結果の比較検証のための「成績調査」（小テスト成績比較分

析） 

 

ＶＲ・ＡＲモデル（人体の各構造体）を使用した学びには高い「満足

度」と「理解度」「学習効果」があることが判明したわけであるが、は

たして本当に従来型の教科書や図による２Ｄ教材に比べて３Ｄ教材が遠

隔教育環境下で「より高い学習効果」を上げられるのか、比較検証のた

めの「成績調査」（ＶＲ・ＡＲモデル使用遠隔授業受講者と従来型２Ｄ

教材遠隔授業受講者の授業とテスト）を遠隔授業で実際に行い、その成

績を比較したので次に紹介する。 

 

対象者（歯科衛生士学科午前部 1年生）を 2 集団（カイ二乗検定にて

集団の差異なし）に分け、それぞれに 2023 年 9月 27日、10 月 4日に自

由視点で操作できるＶＲ・ＡＲモデル（人体の各構造体）教材を使用し

た演習を含むものと含まないもので、「口腔解剖学」の遠隔授業をＡ集

団とＢ集団で交互に実施した。 

 

   ＶＲ・ＡＲモデル教材有り    ＶＲ・ＡＲモデル教材無し 

   ３Ｄ教材遠隔授業               ２Ｄ教材 遠隔授業 
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その上で、7点満点の四肢択一問題の小テストを各回実施し、小テス

トの得点に有意差があるかを、（2つの母集団の平均を検証するのに長け

ており、かつ、条件の異なる 2つの集団の平均値の間の差が統計的に有

意か偶然なのかを判定する手法である）ｔ検定にて分析した。なお、有

意水準は一般的なｐ＜0.05（5%未満）とした（5%以下の確率で生じる現

象は、非常にまれなことであると設定）。 

 

 

ＶＲ・ＡＲモデル使用有無について比較検証の為の「成績調査」（小テスト比較分析） 

ＶＲ・ＡＲモデル使用・非使用授業の小テスト得点の t検定 

〜Ａ集団のみＶＲ・ＡＲモデル使用パターン〜 

9/27 N 平均 標準偏差 t 

Ａ集団（VR.AR 有り） 36 5.78 1.290 
-0.19 

Ｂ集団（VR,AR 無し） 36 5.83 1.207 

 

ＶＲ・ＡＲモデル使用・非使用授業の小テスト得点の t検定 

〜Ｂ集団のみＶＲ・ＡＲモデル使用パターン〜 

10/4 N 平均 標準偏差 t 

Ａ集団（VR.AR 有り） 36 4.64 1.659 
-1.09 

Ｂ集団（VR,AR 無し） 36 5.06 1.585 

この小テスト全体の結果から、2集団の間に統計学的な有意差は認め

られない。本事業の新しい取り組みが従来型の２Ｄ教材教育に比べて教

育の質・効果に差がない（劣ることはない）ことは一見してわかる。 

 

その上で、ｔ検定の結果に注目してさらに分析の精度を求めるべく、

設問上の課題を勘案し、外れ値を検討して再分析を実施した（次ページ 

外れ値除外分析 参照）。 

その結果、特に構造の位置に関する問題にてＶＲ・ＡＲモデル有りの

授業を行った集団がいずれも得点が高くなる傾向が確認できた。 
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VR,ARモデル使用・非使用授業での構造の位置に関する小テスト得点ｔ検定 

〜Ａ集団のみＶＲ・ＡＲモデル使用パターン〜 外れ値除外分析 

9/27 N 平均 標準偏差 t 

Ａ集団（VR.AR 有り） 22 1.86 0.351 
0.019 

Ｂ集団（VR,AR 無し） 28 1.75 0.518 

 

VR,ARモデル使用・非使用授業での構造の位置に関する小テスト得点 t検定 

〜Ｂ集団のみＶＲ・ＡＲモデル使用パターン〜 外れ値除外分析 

10/4 N 平均 標準偏差 t 

Ａ集団（VR.AR 有り） 22 1.27 0.703 
0.03 

Ｂ集団（VR,AR 無し） 18 2.28 1.018 

 

以上のデータ分析によって、＜１＞ＶＲ・ＡＲモデル（人体の各構造

体）を教材とした遠隔授業が、従来型の２Ｄ教材である遠隔授業に比べ

て有意差は認められない（新しい手段を導入しても教育の質を落とすこ

とがない）上に、それどころか、少なくとも＜２＞構造の位置に関する

問題に関しては成績向上に貢献しうることが提示できた。 

このように、本事業により取り組んだ遠隔教育導入モデルが（単なる

従来型の２Ｄ教材教育の代替になるだけでなく）日本の歯科衛生士教育

にこれまでよりも高いレベルで寄与できる明るい見通しを提示すること

ができたということは歯科衛生士教育にとって喜ばしい結果である。 

 

なお、本結果を受けて、今後については、30問程度の構造の位置に関

する問題にすることで設問の精度をさらにあげ、ＡＲモデル教材の可能

性をさらに深く精密に検討していきたいと考える。特に「口腔解剖学」

は立体構造の理解の他にも反復学習が必要な名称・機能等の理解が複合

的に組み合わされるため、即時に得点として劇的な学習効果が現れにく

いと考えられるので、学生へ学習においての立ち位置を実感させる授業

の仕掛けと、反復学習の「必要感」の動機づけの強化、1週間以上の一

定の期間を空けて小テストを行うことも併せて検討していきたい。 
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付録１① アンケート調査資料 

授業満足度検証のためのアンケート調査（事前／対象数７９名） 

 

Q1.下記科目の中から苦手

科目を3つまで選択してく

ださい。

Q2.「人体の構造と

機能（解剖学・生理

学）」について現

在、得意・不得意ど

ちらかを選択してく

ださい。

Q3.「Q2.」で答えた意識は

いつから芽生えましたか。

Q4.「Q2.」で答え

たことは、歯科衛

生士の学習を進め

るうえで影響して

いますか。

Q4.解剖学・口腔解剖学に

ついて学習するうえで困難

に感じていることを2つま

で選択してください。

Q5.本日はARを利用して、

解剖学を学んでいただきま

す。今の気持ちを記入して

ください。

1

解剖学・口腔解剖学, 生理

学・口腔生理学, 歯科保健

指導

不得意 4月（学習を始めた当時から） 影響していない
専門用語がわかりにくい,

暗記が得意でない

ARだと見え方が変わってく

ると思うので楽しみです。

2

解剖学・口腔解剖学, 生理

学・口腔生理学, 歯科予防

処置

不得意 4月（学習を始めた当時から） 影響している
部位と機能のつながり, 部

位の位置が覚えられない

わかって当たり前になりた

い

3

解剖学・口腔解剖学, 生理

学・口腔生理学, 歯科保健

指導

不得意 4月（学習を始めた当時から） 影響している
教科書の文章が難しい, 実

物が想像しづらい
はい

4
解剖学・口腔解剖学, 生理

学・口腔生理学
不得意 6月（定期試験前後） 影響していない 専門用語がわかりにくい がんばります

5
解剖学・口腔解剖学, 生理

学・口腔生理学
不得意 4月（学習を始めた当時から） 影響している

専門用語がわかりにくい,

教科書の文章が難しい, 部

位と機能のつながり, 部位

の位置が覚えられない, 暗

記が得意でない

どんな授業になるのか楽し

みです。よろしくお願いし

ます。

6
解剖学・口腔解剖学, 生理

学・口腔生理学
不得意 4月（学習を始めた当時から） 影響している 専門用語がわかりにくい

難しそうだけども楽しみで

す。

7

解剖学・口腔解剖学, 生理

学・口腔生理学, 歯科診療

補助

不得意 4月（学習を始めた当時から） 影響している
教科書の文章が難しい, 部

位の位置が覚えられない
 

8
解剖学・口腔解剖学, 生理

学・口腔生理学
不得意 6月（定期試験前後） 影響している

専門用語がわかりにくい,

漢字の読み書きが難しい,

部位と機能のつながり, 部

位の位置が覚えられない,

暗記が得意でない

しっかり授業を聞いて授業

で理解して家で暗記したい

です

9
解剖学・口腔解剖学, 生理

学・口腔生理学
不得意 6月（定期試験前後） 影響していない

専門用語がわかりにくい,

部位の位置が覚えられない,

実物が想像しづらい

イメージをして覚えられそ

うで楽しみです。

10

解剖学・口腔解剖学, 生理

学・口腔生理学, 歯科保健

指導

不得意 4月（学習を始めた当時から） 影響している
部位と機能のつながり, 部

位の位置が覚えられない

解剖学は苦手な教科のうち

の一つなので、本日の講義

を通して少しでも解剖学を

理解できたらと思います。

11

解剖学・口腔解剖学, 生理

学・口腔生理学, 歯科予防

処置

不得意 4月（学習を始めた当時から） 影響している
専門用語がわかりにくい,

教科書の文章が難しい

ARを使って解剖学を覚えら

れたらいいなと思う。

12

解剖学・口腔解剖学, 生理

学・口腔生理学, 歯科保健

指導

不得意 6月（定期試験前後） 影響している

専門用語がわかりにくい,

教科書の文章が難しい, 漢

字の読み書きが難しい, 部

位と機能のつながり, 部位

の位置が覚えられない, 実

物が想像しづらい, 暗記が

得意でない

なんだろう

13

解剖学・口腔解剖学, 生理

学・口腔生理学, 歯科保健

指導

不得意 6月（定期試験前後） 影響していない
漢字の読み書きが難しい,

部位と機能のつながり

普段とは違う授業の形なの

で楽しみです。

14

解剖学・口腔解剖学, 生理

学・口腔生理学, 歯科保健

指導

不得意 4月（学習を始めた当時から） 影響している
専門用語がわかりにくい,

部位と機能のつながり

ARを使ったことがないので

緊張する

15
解剖学・口腔解剖学, 生理

学・口腔生理学
不得意 4月（学習を始めた当時から） 影響している

専門用語がわかりにくい,

部位と機能のつながり
楽しみです

16

解剖学・口腔解剖学, 生理

学・口腔生理学, 歯科保健

指導

不得意 4月（学習を始めた当時から） 影響している
教科書の文章が難しい, 部

位と機能のつながり
楽しみ

17

解剖学・口腔解剖学, 生理

学・口腔生理学, 歯科保健

指導

不得意 6月（定期試験前後） 影響していない
部位と機能のつながり, 実

物が想像しづらい
楽しみです

18

解剖学・口腔解剖学, 生理

学・口腔生理学, 歯科診療

補助

不得意 4月（学習を始めた当時から） 影響している

専門用語がわかりにくい,

部位の位置が覚えられない,

暗記が得意でない

解剖学は苦手ですがARの授

業は楽しみです！

19

解剖学・口腔解剖学, 生理

学・口腔生理学, 歯科保健

指導

不得意 4月（学習を始めた当時から） 影響している
専門用語がわかりにくい,

部位と機能のつながり

この授業を機に解剖学に対

する苦手意識が少しでも減

ればいいなと思ってます。

20

解剖学・口腔解剖学, 生理

学・口腔生理学, 歯科予防

処置

不得意 4月（学習を始めた当時から） 影響している
教科書の文章が難しい, 部

位の位置が覚えられない

解剖学が1番苦手な分野な

ので少し不安です。
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21 解剖学・口腔解剖学 不得意 4月（学習を始めた当時から） 影響している
専門用語がわかりにくい,

暗記が得意でない

今までより詳しく身体の仕

組みを理解できたら良いな

と思う

22
解剖学・口腔解剖学, 生理

学・口腔生理学
不得意 4月（学習を始めた当時から） 影響している

部位の位置が覚えられない,

暗記が得意でない

画像や絵よりも理解しやす

いと思うので楽しみです。

23
解剖学・口腔解剖学, 生理

学・口腔生理学
不得意 4月（学習を始めた当時から） 影響している

教科書の文章が難しい, 部

位の位置が覚えられない

ARを使うことが初めてなの

で楽しみでワクワクしてま

す

24
生理学・口腔生理学, 歯科

予防処置, 歯科保健指導
不得意 6月（定期試験前後） 影響している 部位と機能のつながり 初めてなので楽しみです。

25

解剖学・口腔解剖学, 生理

学・口腔生理学, 歯科診療

補助

不得意 4月（学習を始めた当時から） 影響していない
専門用語がわかりにくい,

部位の位置が覚えられない

ARがどのようなものかとて

も気になります。

26
解剖学・口腔解剖学, 生理

学・口腔生理学
不得意 4月（学習を始めた当時から） 影響していない

専門用語がわかりにくい,

教科書の文章が難しい

立体に出てくるので以前よ

りも分かりやすくなりそう

で楽しみです

27

解剖学・口腔解剖学, 生理

学・口腔生理学, 歯科保健

指導

不得意 4月（学習を始めた当時から） 影響していない
教科書の文章が難しい, 部

位と機能のつながり

解剖学あまり得意ではない

ですがAR利用の授業は初め

てなので楽しみです。

28
解剖学・口腔解剖学, 生理

学・口腔生理学
不得意 6月（定期試験前後） 影響している

専門用語がわかりにくい,

暗記が得意でない

暗記系の科目が不得意なの

で、今回の授業で分からな

かった所の理解を深められ

たら良いなと思います。

29
解剖学・口腔解剖学, 生理

学・口腔生理学
不得意 4月（学習を始めた当時から） 影響していない 部位と機能のつながり

理解ができるように頑張り

ます。

30

解剖学・口腔解剖学, 生理

学・口腔生理学, 歯科保健

指導

不得意 4月（学習を始めた当時から） 影響している
教科書の文章が難しい, 暗

記が得意でない

実際に覚える際に想像がで

きないことが多いので、今

回の授業で理解しながら

しっかり学んでいきたいと

思います。

31

解剖学・口腔解剖学, 生理

学・口腔生理学, 歯科保健

指導

不得意 4月（学習を始めた当時から） 影響していない
専門用語がわかりにくい,

漢字の読み書きが難しい

この授業でわからなかった

事がわかるようになればい

いと思います。

32

解剖学・口腔解剖学, 生理

学・口腔生理学, 歯科保健

指導

不得意 4月（学習を始めた当時から） 影響している
部位と機能のつながり, 部

位の位置が覚えられない

解剖学は苦手なのでどんな

感じなのか不安です

33
解剖学・口腔解剖学, 生理

学・口腔生理学
不得意 4月（学習を始めた当時から） 影響している

部位と機能のつながり, 実

物が想像しづらい

AR使う授業はどんなのか分

からないので楽しみです

34

解剖学・口腔解剖学, 生理

学・口腔生理学, 歯科診療

補助

不得意 4月（学習を始めた当時から） 影響している
部位と機能のつながり, 部

位の位置が覚えられない

どれくらい理解できるのか

不安

35
解剖学・口腔解剖学, 生理

学・口腔生理学
不得意 4月（学習を始めた当時から） 影響している 部位と機能のつながり

AR学習楽しみです。よろし

くお願い致します。

36
解剖学・口腔解剖学, 生理

学・口腔生理学
不得意 4月（学習を始めた当時から） 影響していない

専門用語がわかりにくい,

暗記が得意でない

まだわからないことが多す

ぎるから苦手意識があると

思うのでよく学んでより身

近に感じていきたい

37
解剖学・口腔解剖学, 生理

学・口腔生理学
不得意 4月（学習を始めた当時から） 影響している

専門用語がわかりにくい,

実物が想像しづらい

不得意な分野なので今1度

復習したい

38
解剖学・口腔解剖学, 生理

学・口腔生理学
不得意 4月（学習を始めた当時から） 影響している

専門用語がわかりにくい,

教科書の文章が難しい, 部

位と機能のつながり, 部位

の位置が覚えられない, 実

物が想像しづらい, 暗記が

得意でない

不安

39
解剖学・口腔解剖学, 生理

学・口腔生理学
不得意 4月（学習を始めた当時から） 影響している

専門用語がわかりにくい,

教科書の文章が難しい, 部

位と機能のつながり, 部位

の位置が覚えられない, 実

物が想像しづらい, 暗記が

得意でない

楽しみです。

40
解剖学・口腔解剖学, 生理

学・口腔生理学
不得意 4月（学習を始めた当時から） 影響している

専門用語がわかりにくい,

実物が想像しづらい
楽しみです！

41

解剖学・口腔解剖学, 生理

学・口腔生理学, 歯科保健

指導

不得意 4月（学習を始めた当時から） 影響していない
専門用語がわかりにくい,

教科書の文章が難しい
楽しみです！
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42

解剖学・口腔解剖学, 生理

学・口腔生理学, 歯科保健

指導

不得意 4月（学習を始めた当時から） 影響している

専門用語がわかりにくい,

部位と機能のつながり, 実

物が想像しづらい

ARによってどのように理解

が深められるか楽しみにし

ています

43
解剖学・口腔解剖学, 生理

学・口腔生理学
不得意 4月（学習を始めた当時から） 影響している

部位と機能のつながり, 実

物が想像しづらい
定期試験が先ず不安です。

44
解剖学・口腔解剖学, 生理

学・口腔生理学
不得意 4月（学習を始めた当時から） 影響している

専門用語がわかりにくい,

部位と機能のつながり
楽しみです！

45

解剖学・口腔解剖学, 生理

学・口腔生理学, 歯科保健

指導

不得意 4月（学習を始めた当時から） 影響している
専門用語がわかりにくい,

教科書の文章が難しい

3Dで見る機会がないので楽

しみにしていました。よろ

しくお願い致します。

46
解剖学・口腔解剖学, 生理

学・口腔生理学
不得意 4月（学習を始めた当時から） 影響していない

部位と機能のつながり, 実

物が想像しづらい
楽しみです

47
解剖学・口腔解剖学, 生理

学・口腔生理学
不得意 4月（学習を始めた当時から） 影響していない

専門用語がわかりにくい,

実物が想像しづらい

楽しみにしております。こ

れで勉強に役に立てば嬉し

いです。よろしくお願いし

ます！

48
解剖学・口腔解剖学, 生理

学・口腔生理学
不得意 4月（学習を始めた当時から） 影響している

部位と機能のつながり, 部

位の位置が覚えられない
楽しみです

49
解剖学・口腔解剖学, 生理

学・口腔生理学
不得意 4月（学習を始めた当時から） 影響している

漢字の読み書きが難しい,

部位と機能のつながり, 部

位の位置が覚えられない,

実物が想像しづらい

立体的に見る事でより理解

度が深まればいいなと思っ

ています。

50
解剖学・口腔解剖学, 生理

学・口腔生理学
不得意 6月（定期試験前後） 影響している

専門用語がわかりにくい,

部位の位置が覚えられない

定期試験に向けて少しでも

吸収したいです。

51
解剖学・口腔解剖学, 生理

学・口腔生理学
不得意 6月（定期試験前後） 影響していない

専門用語がわかりにくい,

部位と機能のつながり

本講義を通して少しでも苦

手意識を少なくできればと

思います。

52
解剖学・口腔解剖学, 生理

学・口腔生理学
不得意 4月（学習を始めた当時から） 影響している

専門用語がわかりにくい,

教科書の文章が難しい

どんな授業か想像できない

ので、楽しみです。

53

解剖学・口腔解剖学, 生理

学・口腔生理学, 歯科保健

指導

不得意 4月（学習を始めた当時から） 影響している
部位と機能のつながり, 暗

記が得意でない

3Dを見れても、暗記するも

のの多さは変わらないので

覚えられるかとても不安で

す

54

解剖学・口腔解剖学, 生理

学・口腔生理学, 歯科保健

指導

不得意 4月（学習を始めた当時から） 影響している
教科書の文章が難しい, 暗

記が得意でない

初めてARを体験するので楽

しみです。

55
解剖学・口腔解剖学, 生理

学・口腔生理学
不得意 4月（学習を始めた当時から） 影響している

部位の位置が覚えられない,

実物が想像しづらい

苦手が減ればいいなと思っ

ています。よろしくお願い

します。

56 生理学・口腔生理学 得意 4月（学習を始めた当時から） 影響している 部位と機能のつながり

星野先生の声が聞き取りや

すくてすごく授業楽しみで

す

57

解剖学・口腔解剖学, 生理

学・口腔生理学, 歯科保健

指導

不得意 4月（学習を始めた当時から） 影響している

専門用語がわかりにくい,

教科書の文章が難しい, 実

物が想像しづらい

今はわかりません

58
解剖学・口腔解剖学, 生理

学・口腔生理学
不得意 4月（学習を始めた当時から） 影響していない

部位と機能のつながり, 部

位の位置が覚えられない
わくわく

59

解剖学・口腔解剖学, 生理

学・口腔生理学, 歯科保健

指導

不得意 4月（学習を始めた当時から） 影響している
専門用語がわかりにくい,

部位の位置が覚えられない

初めての授業でワクワクし

ます

60

解剖学・口腔解剖学, 生理

学・口腔生理学, 歯科予防

処置

不得意 4月（学習を始めた当時から） 影響していない

専門用語がわかりにくい,

教科書の文章が難しい, 漢

字の読み書きが難しい, 部

位と機能のつながり, 部位

の位置が覚えられない, 実

物が想像しづらい

授業やオンデマンドだとイ

メージがしにくいので、理

解ができたら嬉しいです。

61

解剖学・口腔解剖学, 生理

学・口腔生理学, 歯科保健

指導

不得意 4月（学習を始めた当時から） 影響している
専門用語がわかりにくい,

暗記が得意でない

楽しく学べそうで少し苦手

が減るといいなと思いまし

た

62
解剖学・口腔解剖学, 生理

学・口腔生理学
不得意 4月（学習を始めた当時から） 影響していない

専門用語がわかりにくい,

教科書の文章が難しい, 部

位と機能のつながり

励みます

63
解剖学・口腔解剖学, 生理

学・口腔生理学
不得意 4月（学習を始めた当時から） 影響している

部位と機能のつながり, 暗

記が得意でない
楽しみです。

64

解剖学・口腔解剖学, 生理

学・口腔生理学, 歯科保健

指導

不得意 4月（学習を始めた当時から） 影響している
部位と機能のつながり, 暗

記が得意でない

少しでも苦手意識が改善で

きるように楽しみたいと

思っています。よろしくお

願いします！

65
解剖学・口腔解剖学, 生理

学・口腔生理学
不得意 4月（学習を始めた当時から） 影響している

専門用語がわかりにくい,

教科書の文章が難しい, 実

物が想像しづらい, 暗記が

得意でない

ARまだ想像できない
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66
解剖学・口腔解剖学, 生理

学・口腔生理学
不得意 4月（学習を始めた当時から） 影響している

教科書の文章が難しい, 部

位と機能のつながり

iPadでアプリ取ってしまっ

た…大丈夫かな

67

解剖学・口腔解剖学, 生理

学・口腔生理学, 歯科保健

指導

不得意 4月（学習を始めた当時から） 影響している

専門用語がわかりにくい,

部位と機能のつながり, 実

物が想像しづらい

楽しみ

68
解剖学・口腔解剖学, 生理

学・口腔生理学
不得意 4月（学習を始めた当時から） 影響していない

専門用語がわかりにくい,

教科書の文章が難しい, 漢

字の読み書きが難しい, 暗

記が得意でない

少しでも理解出来る様にし

たいです。

69
解剖学・口腔解剖学, 生理

学・口腔生理学
不得意 4月（学習を始めた当時から） 影響している 専門用語がわかりにくい

教科書等よりも実物を想像

しやすいと思うので楽し

み。

70
解剖学・口腔解剖学, 生理

学・口腔生理学
不得意 4月（学習を始めた当時から） 影響している

部位と機能のつながり, 部

位の位置が覚えられない,

実物が想像しづらい

ＡＲは最先端であり、分か

りやすく説明して下さる事

を期待しております。あり

がとうございます。

71

解剖学・口腔解剖学, 生理

学・口腔生理学, 歯科予防

処置

不得意 4月（学習を始めた当時から） 影響している
専門用語がわかりにくい,

教科書の文章が難しい
楽しみです！！

72

解剖学・口腔解剖学, 生理

学・口腔生理学, 歯科診療

補助

不得意 4月（学習を始めた当時から） 影響している
専門用語がわかりにくい,

教科書の文章が難しい

少しでも苦手意識を無くし

たいです。

73
解剖学・口腔解剖学, 生理

学・口腔生理学
不得意 4月（学習を始めた当時から） 影響していない

部位の位置が覚えられない,

実物が想像しづらい

図では理解できないものが

3Dで見れることが楽しみで

す。

74
解剖学・口腔解剖学, 生理

学・口腔生理学
不得意 4月（学習を始めた当時から） 影響している

専門用語がわかりにくい,

部位と機能のつながり

手元でスマホで見れるの楽

しみにしています

75

解剖学・口腔解剖学, 生理

学・口腔生理学, 歯科保健

指導

不得意 4月（学習を始めた当時から） 影響している 部位と機能のつながり

解剖学に対して興味を持ち

始めたので更に興味がわか

るように期待しています。

76
解剖学・口腔解剖学, 生理

学・口腔生理学
不得意 4月（学習を始めた当時から） 影響している

専門用語がわかりにくい,

教科書の文章が難しい, 部

位と機能のつながり, 実物

が想像しづらい, 暗記が得

意でない

少しでも苦手な解剖学が理

解できれば嬉しいです。特

に苦手な血液循環と肺循環

があるのでしっかり聞きた

いと思います。宜しくお願

いいたします。

77

解剖学・口腔解剖学, 生理

学・口腔生理学, 歯科診療

補助

不得意 4月（学習を始めた当時から） 影響していない
部位と機能のつながり, 実

物が想像しづらい
頑張ります。

78
歯科予防処置, 歯科保健指

導
得意 6月（定期試験前後） 影響していない

部位と機能のつながり, 暗

記が得意でない

解剖学は履修したことがあ

るが、全く知らない用語も

教科書には出てきているた

め、本気で勉強しないとま

ずいと感じている

79
解剖学・口腔解剖学, 生理

学・口腔生理学
不得意 6月（定期試験前後） 影響している

専門用語がわかりにくい,

教科書の文章が難しい, 漢

字の読み書きが難しい, 実

物が想像しづらい

ARみたい
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付録１② アンケート調査資料 

授業満足度検証のためのアンケート調査（事後／対象数８５名） 

 
Q1.本日の授業はい

かがでしたか。

Q2.これまでの

教科書での授業

に比べ、VRで

解剖学を学んだ

際の所感を教え

てください。

Q3.「Q2.」で答えた理由を

記入してください。

Q4.アプリの良かった点・

使いやすかった機能等を教

えてください

Q5.アプリの改善点・使い

にくかった機能・追加して

欲しい機能等をあれば教え

てください。

Q6.アプリを

使った解剖

学の授業

は、今後も

継続して欲

しいと思い

ますか？

1 理解できた 良かった

立体的に見えるので、教科

書やイラストだけで授業す

るより分かりやすかった。

わかりやすい はい

2 理解できた 良かった 楽しかった
平面を認識するのが早かっ

た
回転しにくかった はい

3 理解できた 良かった
実際に動かしたりすること

が出来るから
カメラ機能 はい

4 理解できた 良かった 理解出来ました！
小さくしたり大きくしたり

色分けされててよかった

ないです！名前を追加して

欲しいです
はい

5 まあまあ理解できた 良かった

立体的に部位を確認するこ

とができたため、わかりや

すかった。

ぐるぐると回せてアップも

できるところ
はい

6 理解できた 良かった

リアル進行にここのことを

言ってるんだって言うのが

分かったからです。

クルクルまわせたり、大き

さを変えれたりしたのが良

かったです

はい

7 まあまあ理解できた 良かった 場所等が想像しやすかった 　 はい

8 理解できた 良かった 見えないところが見える 簡単 ない はい

9 理解できた 良かった

角度や大きさを自由に変え

られるので分かりやすかっ

た

回転したりできるところ はい

10 まあまあ理解できた 良かった

教科書だけだと分からな

かったけど、実際VRで見て

みると分かりやすかった

近くで見れる！ すぐ消えちゃう はい

11 理解できた 良かった
3Dでより詳しく骨の造りを

見れた

骨を動かして色んな角度か

ら観察出来るのが良かった
はい

12 まあまあ理解できた 良かった
VRで見ることで想像しやす

かった

色分けされているのが分か

りやすかった

最初の平面を見つけるのが

難しい
はい

13 理解できた 良かった

実際にどこにあるか、どう

いう形をしているのかなど

目で確認することが出来た

ので理解しやすかった。

360度模型が動かせるのが

良かった。
はい

14 理解できた 良かった
リアルに見えて分かりやす

かった。

絵じゃなくて動いて立体に

見えてよかった
はい

15 理解できた 良かった

実際に部位を間近で見るこ

とができ、以前授業で習っ

た言葉と結びつけることが

できた。

自分のみたい部位をアップ

にしたり、回してみたりす

ることができる点が、頭の

中で整理しながら学習でき

た。

はい

16 まあまあ理解できた 良かった 良かった
動かせる点と自分視点から

色々学べる
はい

17 まあまあ理解できた 良かった
自分で理解できるために確

認ができるため
ズームや回転ができる はい

18 理解できた 良かった
図で書いていただいたので

わかりやすかったです。、

色々な角度でみれて、立体

的なのでわかりやすかった

です。

はい

19 まあまあ理解できた 良かった
実物が見れてわかりやす

かった
立体で見れてよかった

一回表示できてもどっかに

居なくなって再表示しない

といけない時がある事

はい

20 理解できた 良かった

今までは名称を聞いてもど

この部位かははっきり分

かっていなかったけどVRを

使うことで分かりやすく覚

えることができたからで

す。

向きを回せたり拡大したり

縮小したりできた所
はい

21 理解できた 良かった

実際にVRで模型を見ること

で教科書よりもイメージが

しやすかった

実際にVRで模型が立体的に

見れるところ
はい
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22 まあまあ理解できた 良かった

知らない程で授業をして下

さったので、非常にわかり

やすく、集中できた。

想像できる 平面を探すのが大変 はい

23 理解できた 良かった
3Dで見ることによって場所

がよりわかりやすかった

外側だけでなく内側からも

見ることができたところが

良かったです。

はい

24 まあまあ理解できた 良かった

教科書の図だけでは分から

ない部分まで見れる事がで

きました。

拡大したり縮小したりいろ

んな角度から見る事ができ

たので使いやすかったで

す。

はい

25 まあまあ理解できた 良かった 覚えやすくなった
色分けされていてわかりや

すかった

血液が流れているのがみた

い
はい

26 理解できた 良かった

立体的な構造が見れること

によって理解できたのがよ

かったです。

色が分かれているところと

上からでも見れるところが

良かったです。

はい

27 まあまあ理解できた 良かった
立体で見れるのでわかりや

すかった

指でなぞれば360度どの方

向からも見れること

平面にしないと、画像が出

てこないこと
はい

28 理解できた 良かった

実際に手を動かしてVRでみ

ることで記憶に定着しやす

いから。

骨が透けて見えるところ。 はい

29 理解できた 良かった

やっぱり言葉と写真だけで

なく実際に自分で動かせた

のが集中もできたしいつも

の解剖学よりも内容が理解

できた。

色分けがあった

視点や向きを変えるのが

ちょっと難しかった、みん

なでWiFiを使ってる時にダ

ウンロードしようとしたら

ダウンロード速度はゆっく

りだった。

はい

30 まあまあ理解できた 良かった

図を立体的に見ることで非

常にわかりやすく骨の形や

位置を学ぶことができ、珍

しく解剖学の授業を面白い

と思えたから。

色味や質感がリアルなとこ

ろ。

図の角度や大きさ、位置を

調整するのが少し難しい
はい

31 まあまあ理解できた 良かった

VRを使って想像だけでなく

しっかり目で見て理解でき

た。

よりわかりやすかった はい

32 まあまあ理解できた 良かった
立体的に見れて面白かった

為

血管の中まで見れるところ

が凄いと思いました。

どんな形のARが見れるのか

左の画像であまり分からな

いところ

はい

33 まあまあ理解できた 良かった

教科書やただの動画で淡々

と説明されて理解できな

かった部分を立体的に身近

に感じられるように学べた

から。

箇所ごとに色分けされてい

て、見やすかった

たまにカメラがバグって、

水平面が認知されない。
はい

34 まあまあ理解できた 良かった

図だと分からないことが立

体的に見れることでわかり

やすかった

色分けされていてみやす

かった

部位を押したら名前や説明

が出て来たら嬉しいです
はい

35 理解できた 良かった

立体的に目視でき、位置関

係が分かりやすかったた

め。

ズームや角度を変えて、部

位同士の位置関係を把握で

きる点。

はい

36 まあまあ理解できた 良かった
教科書で見るよりも立体的

で分かりやすかったです
色で分かれてるがよかった 上手く反応されなかった はい

37 理解できた 良かった

自分で位置を確認しながら

先生からの話が聞けたの

で、位置など確認しながら

学べました

すぐに骨がでてきた はい

38 まあまあ理解できた 良かった
立体的に見ることによって

理解度が増した
とくになし はい

39 まあまあ理解できた 良かった リアルで見れたから 動かして確認できた点 動かしにくい はい

40 まあまあ理解できた 良かった
立体的に表現する事によっ

て分かりやすかった。
AR はい

41 まあまあ理解できた 良かった

立体的に見れることにより

理解が深められると思いま

した。

色もついているのと見やす

い
はい

42 理解できた 良かった

立体的に見れることと説明

もわかりやすくで楽しかっ

たです！

いろんな角度から見れる、

中に入り込める
はい
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43 まあまあ理解できた 良かった

実際に立体的に見えてわか

りやすかった。先生の説明

もわかりやすかった。

大きくしたり、小さくした

り、中から見えたりしてよ

かった

位置が思ってるより下に表

示される
はい

44 まあまあ理解できた 良かった

3dでみるのと座学のみで受

けるのとでは理解度が全然

違かったので

拡大などが見やすい
名称を記入されてるともっ

と嬉しいです
はい

45 まあまあ理解できた 良かった 想像がつきやすいから 特になし はい

46 理解できた 良かった

教科書に書いてある絵より

も実際に3Dで見て説明して

もらう方が格段にわかりや

すく面白かったです。

色づけしてあってどの部位

かとてもわかりやすかった

です！

たまにクルクル回ってしま

うのが使いづらかったです
はい

47 理解できた 良かった
実物があると視覚的に理解

できてわかりやすいため。
カメラ はい

48 まあまあ理解できた 良かった

普段より遥かにわかりやす

かったしノートにまとめて

くれるのがとてもいい

わかりやすいし楽しいので

眠くならない
はい

49 理解できた 良かった
立体で見た方が理解しやす

い

拡大できたり組織の中に入

れたりして、よりリアルに

学べて良かった

はい

50 理解できた 良かった

どこの部位のことなのかす

ごくわかりやすく、具体的

にイメージができました。

自分で見たい角度から見れ

るのが良かったです。

保存ができると嬉しいで

す。
はい

51 理解できた 良かった

立体的で近づけたりもした

ので画像で見るよりも分か

りやすかったです。

部位ごとに色分けされてて

わかりやすい
はい

52 まあまあ理解できた 良かった
立体的なので詳しく見るこ

とができた。

指を使ってズームできたの

がよかった。
はい

53 まあまあ理解できた 良かった 違う先生のお話が聞けた 立体的に見れて良かった
途中から使えなくなってし

まった。操作が難しい。
はい

54 まあまあ理解できた 良かった
見ながら説明もあるので分

かりやすい

自分の見たい所が大きく見

れる
操作が少し難しい はい

55 理解できた 良かった
文字と図だけと比べて、イ

メージがより沸きました。

実際をより近くに感じられ

て良かった。
はい

56 理解できた 良かった
2Dより3Dのほうが、より

わかりやすい

上下左右ボタン、回転ボタ

ンが分かれていてとても使

いやすかった

はい

57 まあまあ理解できた 良かった
平面で見るよりかなり分か

りやすい

内側まで見れて分かりやす

く、良かった

平らな面が認識されなくて

時間がかかる、机の上で再

生すると見づらい

はい

58 理解できた 良かった

想像や平面上だけよりもす

ごく分かりやすかった。星

野先生の授業分かりやす

かったです。

立体的に見れた ない はい

59 理解できた 良かった

わからなかった所が　明確

になりました他ももっと

やって欲しいです！

自分で操作できるのでいろ

んな方向から確認できて良

い

はい

60 理解できた 良かった

実際の形を見ながら勉強で

きて分かりやすかったで

す。

携帯で色々な角度から実際

の形を見れて分かりやす

かったです。

×押してもなかなか閉じな

かった。
はい

61 まあまあ理解できた 良かった
座学のみとでは理解度が全

然違うと思ったため
拡大などが見やすい

名称などがあると嬉しいと

おもいました
はい

62 まあまあ理解できた 良かった

期待通り分かりやすく教え

てくれて、全ての授業がこ

の先生だったら分かりやす

いのになと思う程でしたの

で、有り難かったです。

骨がどっか行ってしまう所

が少し使いずらい、やはり

立体なのはわかりやすくて

良い。

はい

63 理解できた 良かった

実際に3Dで自分で見ること

でイメージがつきやすかっ

た

自分の手で操作して普段だ

と見られない内側からも見

ることができた

スマホが熱くなっちゃうの

が負担かけてそうで心配

見たい角度に操作するのが

少し難しかった

はい

64 まあまあ理解できた 良かった
3dでみるので、記憶に残り

やすいのかなと思った

直感的に操作できたので良

かった

タップしたら名前や機能が

表示されたら嬉しいなと感

じました。

いいえ

65 まあまあ理解できた 良かった
3Dでリアルに見ることがで

き、理解がしやすかった

3D画像を360°や拡大ができ

るところ

思ったように模型を動かせ

ない
はい



 

 

40 

 

 

 

 

66 まあまあ理解できた 良かった

立体的に見ることで血管の

入り組み方や骨の構造が分

かった。

色分けが見やすい。 はい

67 理解できた 良かった

実際にARで体験して場所を

確認したり特徴を合わせて

確認することができて理解

がしやすかったです。

大きくしたり、中に入って

みたり、想像以上に細かく

確認ができてよかったで

す！

背景が透けるので出現する

場所によって少し見えづら

い事もありましたが、再度

出せば問題なく感じまし

た。

はい

68 理解できた 良かった
わかりやすくて楽しかった

です

大きさが自由にかえられる

ところ

解説のような…部位の名前

や役割などが表示される機

能があれば1人でも勉強し

やすいと思いました。

はい

69 理解できた 良かった 記憶に残りやすくなった スケルトンが見やすい
スマホだとクラッシュし

た、iPadではみれた
はい

70 まあまあ理解できた 良かった
教科書の図で見るよりわか

りやすかった

いろんな角度から拡大した

り細かいところまで見るこ

とができよかった

はい

71 理解できた 良かった

先生の解説がとても分かり

やすかったです。VRで興味

を持って、教科書と合わせ

て確認でき、ノートに落と

し込むので、頭に入りやす

かったです。

表だけでなく裏側まで見れ

たこと、色分けしてあって

分かりやすかった

わたしの操作ミスかもしれ

ませんが、途中で画面から

消えてしまったところ

はい

72 まあまあ理解できた 良かった 面白かった すぐでてくる はい

73 まあまあ理解できた 良かった
実際に実物を見ながらなの

でわかりやすかった
操作が簡単 特になし はい

74 理解できた 良かった
実際に色んな角度からみれ

て分かりやすかった。

角度も変えられたり中に

入っていけるところがよ

かった

とくになし はい

75 まあまあ理解できた 良かった

立体的に場所が確認できて

とてもわかりやすかったで

す。

拡大できる所
出てきて欲しいところに出

てきてくれない
はい

76 まあまあ理解できた 良かった
視覚的に理解が深められま

した

360度見られる。実際には

見たくても見られないので

感動でした

はい

77 まあまあ理解できた 良かった

教科書の図で見るよりも3D

になっているので自分の身

体のどこら辺なのかが分か

りやすく理解がしやすかっ

た。

色々な角度から見れるのが

よかった。

操作が難しかった。最初の

位置に戻るボタンが欲し

かった。

はい

78 まあまあ理解できた 良かった

ARで、分からなかった部位

が見れた事で理解ができ

た。

わからない部位が見れて良

かった。
はい

79 理解できた 良かった
立体的に画像で見る事で、

より理解しやすかった。

色分けなどがされていて見

やすかった。

その部位の名称表示などが

ないため結局どの部位か分

からなかった。名称一覧が

付いていてタッチ、または

入力すると部位が色付けさ

れるなどがあるとより分か

りやすいと思った。

はい

80 理解できた 良かった
わかりやすくて楽しかった

です

大きさを自由に変えられる

ところ

場所の名前や機能、血液の

流れなどが見られれば1人

でも勉強がしやすいと思い

ました。

はい

81 まあまあ理解できた 良かった
教科書より立体的でよく見

える
カラーで分かりやすい はい

82 理解できた 良かった わかりやすかった カメラ機能 はい

83 理解できた 良かった わかりやすかった カメラ機能 はい
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付録２ 理解度テスト資料 

理解度向上ツールとして学習効果検証のための「理解度テスト」 ７月２０日 

 

 スコア

摂食嚥下過

程のある時

期の図を示

す。

この時期は

どれか。

摂食嚥下

過程の画

像を示

す。

誤嚥が確

認できる

のはどれ

か。

咽頭部を内

視鏡で撮影

した画像を

示す。

矢印が指す

部位はどれ

か。

摂食嚥下機

能訓練の様

子を示す。

この訓練に

よって強化

されるのは

どれか2つ選

べ。

本日の授業の理解

度を教えてくださ

い。

VRを利用し

た授業の所

感を教えて

ください。

先の質問でそのように

回答した理由を記入し

てください。

アプリの良かった点・

使いやすかった機能等

を教えてください

アプリの改善点・使い

にくかった機能・追加

して欲しい機能等をあ

れば教えてください。

アプリを

使った口腔

解剖学の授

業は、今後

も継続して

欲しいと思

いますか？

1 0 / 4 咽頭期 エ 食堂入口部
食道入口部

開大

まあまあ理解でき

た
良かった わかりやすい みやすい はい

2 2 / 4 口腔期 エ 喉頭蓋 舌骨挙上 理解できた 良かった 見やすかった

画面上で先生がvrの模

型に直接文字入れして

くれてわかりやすかっ

た

はい

3 4 / 4 口腔期 イ 喉頭蓋

舌骨挙上, 食

道入口部開

大

理解できた 良かった
立体的に見ることで理

解しやすかった。

様々な角度から見れる

ところ
はい

4 3 / 4 口腔期 イ 喉頭蓋

軟口蓋挙上,

食道入口部

開大

まあまあ理解でき

た
悪かった 使い方に戸惑った とくになし いいえ

5 4 / 4 口腔期 イ 喉頭蓋

舌骨挙上, 食

道入口部開

大

理解できた 良かった 立体的に捉えられた どの角度から見える 充電が減りやすい はい

6 3 / 4 口腔期 イ 喉頭蓋
舌骨挙上, 軟

口蓋挙上
理解できた 良かった イメージしやすかった

角度を変える時に少し

操作しにくかった
はい

7 1 / 4 口腔期 エ 梨状窩
舌骨挙上, 軟

口蓋挙上

まあまあ理解でき

た
良かった

3dで確認できるから

です

使いやすくはないけど

3dで確認できるのは

いいです

いいえ

8 3 / 4 咽頭期 イ 喉頭蓋

舌骨挙上, 食

道入口部開

大

理解できた 良かった わかりやすかった
実際に動いているから

イメージがしやすい

最初だけVRが出てこ

なくて見つけづらかっ

た

はい

9 3 / 4 口腔期 エ 喉頭蓋

舌骨挙上, 食

道入口部開

大

まあまあ理解でき

た
良かった わかりやすい

実際にまだ立体で見れ

る
はい

10 2 / 4 準備期 イ 喉頭蓋
舌骨挙上, 軟

口蓋挙上
理解できた 良かった

立体で見ることで構造

を理解できた

回転し、アップで見れ

るところ
はい

11 3 / 4 口腔期 ウ 喉頭蓋

舌骨挙上, 食

道入口部開

大

理解できた 良かった 3Dで見れて良かった
いろんな角度から見え

る
はい

12 1 / 4 口腔期 エ 食堂入口部

口唇閉鎖, 食

道入口部開

大

理解できた 良かった 分かりやすい
矢状面などに分かれて

いるところ
はい

13 2 / 4 咽頭期 エ 喉頭蓋

舌骨挙上, 食

道入口部開

大

まあまあ理解でき

た
良かった

アプリを使って実際に

見るのでわかりやす

かった

360度見ることができ

る

斜めになってしまうと

戻らなくなる
はい

14 2 / 4 口腔期 エ 喉頭蓋 舌骨挙上
まあまあ理解でき

た
良かった イメージしやすかった 実際に見れるところ はい

15 3 / 4 口腔期 イ 喉頭蓋
舌骨挙上, 軟

口蓋挙上
理解できた 良かった わかりやすいから

上手く表示するのが難

しかっま
ない はい

16 3 / 4 口腔期 エ 喉頭蓋

舌骨挙上, 食

道入口部開

大

まあまあ理解でき

た
良かった

3Dで見られるので分

かりやすいです
分かりやすい

アプリを使うと若干デ

バイスが重くなるの

か、フリーズすること

があった

はい

17 1 / 4 咽頭期 エ 喉頭蓋
舌骨挙上, 軟

口蓋挙上

まあまあ理解でき

た
悪かった

VRより実際の模型の

方がわかりやすいため

回転して360度見回せ

る点

大きさやうまく回転が

思い通りにできない点
いいえ

18 3 / 4 口腔期 イ 喉頭蓋
舌骨挙上, 軟

口蓋挙上

まあまあ理解でき

た
良かった 楽しかったから なし

一番最初に出て来る画

像が大きいので小さく

して欲しい

いいえ

19 3 / 4 口腔期 イ 喉頭蓋
食道入口部

開大

まあまあ理解でき

た
良かった

現物を見ることは出来

ないから
特になし はい

20 4 / 4 口腔期 イ 喉頭蓋

舌骨挙上, 食

道入口部開

大

理解できた 良かった

実際に解剖学的なこと

を目で確認できて理解

しやすかったです。

特にありません 特にありません はい

21 2 / 4 口腔期 イ 食堂入口部

口唇閉鎖, 食

道入口部開

大

まあまあ理解でき

た
良かった

実際に見ることで理解

深まるから
なし なし はい

22 2 / 4 口腔期 エ 喉頭蓋
舌骨挙上, 軟

口蓋挙上
理解できた 良かった

進みが、おちついてい

たため
リアルな立体 電池消耗しやすい はい

23 4 / 4 口腔期 イ 喉頭蓋

舌骨挙上, 食

道入口部開

大

まあまあ理解でき

た
良かった

画像を動かして見れる

ので
拡大移動ができる

アプリ使用期間が短す

ぎ
はい

24 3 / 4 咽頭期 イ 喉頭蓋

舌骨挙上, 食

道入口部開

大

理解できた 良かった

実際目の前にしてみる

ことで普段見えてない

角度から見ることがで

きて機能で納得できる

ことがあった。

360度どの角度からも

見れること。
はい

25 2 / 4 咽頭期 エ 喉頭蓋

舌骨挙上, 食

道入口部開

大

まあまあ理解でき

た
悪かった

1年生の口腔解剖の授

業でやってほしかった

紙媒体ではなくかさ張

らない
重い開かない いいえ
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26 4 / 4 口腔期 イ 喉頭蓋

舌骨挙上, 食

道入口部開

大

まあまあ理解でき

た
良かった 見やすい 気軽に立体を見れる

開いた時に大きすぎて

見えない時
はい

27 3 / 4 口腔期 イ 喉頭蓋 舌骨挙上
まあまあ理解でき

た
良かった わかりやすかった

サイズが変更できると

ころ
はい

28 3 / 4 口腔期 イ 喉頭蓋
舌骨挙上, 軟

口蓋挙上
理解できた 良かった

実際に体験する事で理

解が深まった

使い方が分かりやす

かった
はい

29 4 / 4 口腔期 イ 喉頭蓋

舌骨挙上, 食

道入口部開

大

理解できた 良かった

動きがあって面白かっ

た立体的でわかりやす

かった

いつでもどこでも見れ

る
アプリが重い はい

30 4 / 4 口腔期 イ 喉頭蓋

舌骨挙上, 食

道入口部開

大

まあまあ理解でき

た
良かった

平面で見るより立体で

見た方がわかりやすい

から

普段見ることのできな

いところまで見られた

いつでも見られるよう

にしてほしい

回転させずらい

はい

31 4 / 4 口腔期 イ 喉頭蓋

舌骨挙上, 食

道入口部開

大

理解できた 良かった

3Dの映像で咽頭期の

過程が見れたのが分か

りやすかったです。

見たいところを色々な

角度から見られるとこ

ろ

期限付きではなく、い

つでも見れたら嬉しい

です。

はい

32 4 / 4 口腔期 イ 喉頭蓋

舌骨挙上, 食

道入口部開

大

理解できた 良かった
静止画を見るより分か

りやすい

動きがついているのが

良かった
ない はい

33 4 / 4 口腔期 イ 喉頭蓋

舌骨挙上, 食

道入口部開

大

理解できた 良かった

３Ｄで見ることによ

り、構造や機能がわか

りやすかった。

実際に目の前にあるよ

うで理解が深まった。
はい

34 3 / 4 口腔期 エ 喉頭蓋

舌骨挙上, 食

道入口部開

大

まあまあ理解でき

た
良かった

立体的にみることでイ

メージしやすかった。

摂食・嚥下の実際の動

きを見ることが出来た

ので理解しやすかっ

た。

最初にでかく表示され

すぎて見つけられな

かった。

はい

35 3 / 4 口腔期 イ 喉頭蓋
舌骨挙上, 軟

口蓋挙上

まあまあ理解でき

た
悪かった

酔ってしまってあまり

よく見えなかった

きれいに見えた時には

わかりやすかった

映像を探したり角度を

調整するのに手間取る

と、酔ってしまってよ

く見えなかった。

はい

36 2 / 4 口腔期 イ 声帯 舌骨挙上 理解できた 良かった わかりやすい
色々な向きから見るこ

とができる
いいえ

37 2 / 4 咽頭期 エ 喉頭蓋

舌骨挙上, 食

道入口部開

大

まあまあ理解でき

た
悪かった

VRそのものは良いと

思うのですが、操作が

難しい

ちゃんと見えれば分か

りやすい
はい

38 2 / 4 口腔期 エ 喉頭蓋
舌骨挙上, 軟

口蓋挙上

まあまあ理解でき

た
良かった

VRで立体的に見るこ

とができたから

見やすかったからその

ままで良いと思う
はい

39 2 / 4 口腔期 エ 喉頭蓋

口唇閉鎖, 食

道入口部開

大

理解できた 良かった 楽しく聞けた
360°色んな角度から

見れる
はい

40 2 / 4 咽頭期 イ 喉頭蓋
舌骨挙上, 軟

口蓋挙上

まあまあ理解でき

た
良かった わかりやすい 高性能 いいえ

41 2 / 4 口腔期 エ 喉頭蓋
舌骨挙上, 軟

口蓋挙上

まあまあ理解でき

た
良かった イメージしやすい

イメージがしやすい、

操作が簡単。
はい

42 2 / 4 口腔期 エ 喉頭蓋 軟口蓋挙上
まあまあ理解でき

た
良かった 分かりやすかった

使い慣れるのに時間が

かかった

ちょうどいいサイズで

模型？みたいなのが表

示されなかった

はい

43 2 / 4 口腔期 エ 喉頭蓋
舌骨挙上, 軟

口蓋挙上

まあまあ理解でき

た
悪かった

上手く利用することが

できなかったから。
ピンチアウトができる

大きさとARを出す場

所を指定出来ない

動きが不規則で使いに

くい

いいえ

44 4 / 4 口腔期 イ 喉頭蓋

舌骨挙上, 食

道入口部開

大

まあまあ理解でき

た
良かった 立体で見えたため 色分けで見やすい はい

45 1 / 4 準備期 ウ 喉頭蓋
舌骨挙上, 軟

口蓋挙上

まあまあ理解でき

た
良かった 分かりやすいから 見やすくわかりやすい はい

46 2 / 4 口腔期 エ 喉頭蓋
舌骨挙上, 軟

口蓋挙上

まあまあ理解でき

た
良かった 理解しやすかった 理解しやすかった 特にない はい

47 3 / 4 口腔期 イ 喉頭蓋

軟口蓋挙上,

食道入口部

開大

まあまあ理解でき

た
良かった 分かりやすかった。

3Dだと理解がしやす

い
はい

48 4 / 4 口腔期 イ 喉頭蓋

舌骨挙上, 食

道入口部開

大

まあまあ理解でき

た
悪かった

見たいところが上手く

見えず、動かしている

間に話が進んでしまう

ので色々中途半端に

なった。

喉頭蓋が閉まる動きが

わかった

360度回転してほし

い、動きが鈍い、自分

でいつでも見られるよ

うにしてほしい(授業

の時だけではなく)

いいえ

49 2 / 4 咽頭期 イ 喉頭蓋
舌骨挙上, 軟

口蓋挙上
理解できた 良かった

3Dで見えるためイ

メージしやすかったで

す。

操作が単純で簡単でし

た。
特にありません はい

50 4 / 4 口腔期 イ 喉頭蓋

舌骨挙上, 食

道入口部開

大

まあまあ理解でき

た
良かった

実際の図を見てリアル

に想像できたから。

動きがあってわかりや

すかった点。
はい

51 3 / 4 準備期 イ 喉頭蓋

舌骨挙上, 食

道入口部開

大

まあまあ理解でき

た
良かった 理解しやすい

色々な角度から見られ

るから

バッテリーの消耗が激

しい
はい
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52 4 / 4 口腔期 イ 喉頭蓋

舌骨挙上, 食

道入口部開

大

まあまあ理解でき

た
良かった

立体的に掴めるのは良

かった。

VRの作業に必死に

なってしまうので、オ

ンラインであれば先生

が画面に写して下さる

ので充分だっかもしれ

ません。

はい

53 4 / 4 口腔期 イ 喉頭蓋

舌骨挙上, 食

道入口部開

大

まあまあ理解でき

た
良かった 立体的に把握できる点 使いにくい

距離感がないと見えな

い時がある
はい

54 3 / 4 口腔期 エ 喉頭蓋

舌骨挙上, 食

道入口部開

大

理解できた 良かった イメージがつ 良かった はい

55 3 / 4 咽頭期 イ 喉頭蓋

舌骨挙上, 食

道入口部開

大

まあまあ理解でき

た
良かった

vrわかりやすかったた

め

VR使ってわかりやす

かったため。
はい

56 2 / 4 口腔期 エ 喉頭蓋

口唇閉鎖, 食

道入口部開

大

理解できた 良かった
立体的に色々な部位が

見ることができたから
見たい筋肉を選べる すぐに表示されない はい

57 2 / 4 咽頭期 エ 喉頭蓋

舌骨挙上, 食

道入口部開

大

まあまあ理解でき

た
良かった

立体的に見る事で理解

しやすかった
面白かった 特になし はい

58 1 / 4 咽頭期 エ 喉頭蓋

口唇閉鎖, 食

道入口部開

大

まあまあ理解でき

た
良かった

アプリを使うことで分

かりやすかった

自分が覚えやすい場所

から見えたりして良い

です。

特にないです はい

59 2 / 4 口腔期 イ 梨状窩

軟口蓋挙上,

食道入口部

開大

あまり理解できな

かった
悪かった わからなかった 難しかった いいえ

60 2 / 4 口腔期 エ 喉頭蓋 舌骨挙上
まあまあ理解でき

た
良かった わかりやすかった 自分で動かせる点 はい

61 4 / 4 口腔期 イ 喉頭蓋

舌骨挙上, 食

道入口部開

大

まあまあ理解でき

た
良かった 視覚的にわかるから 手で大きさ変えられる

携帯動かさないと位置

変わらない
はい

62 4 / 4 口腔期 イ 喉頭蓋

舌骨挙上, 食

道入口部開

大

まあまあ理解でき

た
良かった わかりやすかった 動かせるところ はい

63 3 / 4 口腔期 イ 梨状窩

舌骨挙上, 食

道入口部開

大

まあまあ理解でき

た
良かった

立体的な映像を見るこ

とで深い理解ができた

電波によって左右され

るので使いやすさもあ

り使いにくさもある。

電波によって使いにく

い。みずらい。国試で

は見れない部分が見れ

るのでメリットでもあ

りデメリットでもあっ

た。

いいえ

64 3 / 4 咽頭期 イ 喉頭蓋

舌骨挙上, 食

道入口部開

大

理解できた 良かった

立体(模型)で見ると分

かりやすく理解が深ま

る

大きさや角度が自由に

変えられる点が良かっ

た

はい

65 2 / 4 咽頭期 イ 食道入口部

舌骨挙上, 食

道入口部開

大

まあまあ理解でき

た
良かった 理解できた 動かせるからよかった 特になし いいえ

66 3 / 4 咽頭期 イ 喉頭蓋

舌骨挙上, 食

道入口部開

大

理解できた 良かった
普段見ることのできな

い角度から見られる

動きがあることで蠕動

運動がわかりやすかっ

た

充電の消費 はい

67 2 / 4 準備期 イ 喉頭蓋 舌骨挙上 理解できた 良かった
TRで確認しながらで

き理解できた

イメージしやすく理解

できた
いいえ
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理解度向上ツールとして学習効果検証のための「理解度テスト」 １０月４日 

 スコア

摂食嚥下

過程のあ

る時期の

図を示

す。

この時期

はどれ

か。

摂食嚥

下過程

の画像

を示

す。

誤嚥が

確認で

きるの

はどれ

か。

咽頭部を

内視鏡で

撮影した

画像を示

す。

矢印が指

す部位は

どれか。

摂食嚥下機

能訓練の様

子を示す。

この訓練に

よって強化

されるのは

どれか2つ選

べ。

本日の授業の

理解度を教え

てください。

VRを利用

した授業の

所感を教え

てくださ

い。

先の質問でそのよう

に回答した理由を記

入してください。

アプリの良かった

点・使いやすかった

機能等を教えてくだ

さい

アプリの改善点・使

いにくかった機能・

追加して欲しい機能

等をあれば教えてく

ださい。

1 2 / 4 口腔期 エ 喉頭蓋 舌骨挙上
まあまあ理解

できた
良かった

回転してみやすかっ

た

回転していろんな方

向から見れること

不具合が多いのか

な？って感じなとこ

ろ

2 4 / 4 口腔期 イ 喉頭蓋

舌骨挙上, 食

道入口部開

大

理解できた 良かった

立体的に捉えること

ができて非常に分か

りやすかった

指示が画面に出るこ

と

サンプルで日本医歯

薬の項目が追加され

ていなかったこと、

途中フリーズするこ

とが何回かあった

3 4 / 4 口腔期 イ 喉頭蓋

舌骨挙上, 食

道入口部開

大

まあまあ理解

できた
良かった 分かりやすかった

全体的に使いやす

かった

4 3 / 4 口腔期 イ 喉頭蓋
舌骨挙上, 軟

口蓋挙上
理解できた 良かった CGで分かりやすい 回転出来ること

5 4 / 4 口腔期 イ 喉頭蓋

舌骨挙上, 食

道入口部開

大

理解できた 良かった 立体的にわかった
動いてわかりやす

かった

6 4 / 4 口腔期 イ 喉頭蓋

舌骨挙上, 食

道入口部開

大

理解できた 良かった

実際に動いている喉

頭蓋を見ることがで

きたのと、上下左右

から器官を見れたの

が新鮮だった。

解剖を上下左右から

見れる

器官を画面上に表示

させるのが、少しコ

ツが必要。

7 4 / 4 口腔期 イ 喉頭蓋

舌骨挙上, 食

道入口部開

大

理解できた 良かった

実際に立体で見るこ

とで構造がわかりや

すく理解できたか

ら。

目の前に表示ができ

ること

遠近感が調整しづら

かったです。

8 4 / 4 口腔期 イ 喉頭蓋

舌骨挙上, 食

道入口部開

大

まあまあ理解

できた
良かった

立体的に考えること

ができた。

色々な角度から見れ

る

細かい角度の調整が

難しい

9 3 / 4 口腔期 イ 喉頭蓋
舌骨挙上, 軟

口蓋挙上

まあまあ理解

できた
良かった

教科書やVE映像では

想像しきれない構造

が理解できたからで

す。

嚥下しているように

喉頭蓋や声門が閉じ

たり動くのが分かり

やすかったです。

10 3 / 4 口腔期 イ 喉頭蓋 舌骨挙上 理解できた 良かった

あまり構造が分かっ

てなかったけどわか

るようになりまし

た。

動画で見れたのが面

白かったです。

11 3 / 4 口腔期 イ 喉頭蓋
舌骨挙上, 軟

口蓋挙上

まあまあ理解

できた
良かった 分かりやすかった ない 充電が減る

12 2 / 4 口腔期 イ
食道入口

部

舌骨挙上, 軟

口蓋挙上

まあまあ理解

できた
良かった 分かりやすかった。

写真じゃわからない

ところまで見えたた

め。

ちょっとだけ操作し

づらかった。

13 4 / 4 口腔期 イ 喉頭蓋

舌骨挙上, 食

道入口部開

大

まあまあ理解

できた
良かった

どこに喉頭蓋がある

のかなど、構造が分

かりやすかったか

ら。

色々な角度から見る

ことが出来る点。

iPadではVRが表示で

きなかった。iPhone

でもVRが表示される

ものとされないもの

があった。

14 3 / 4 口腔期 イ 喉頭蓋

軟口蓋挙上,

食道入口部

開大

まあまあ理解

できた
良かった

平面図だけだと理解

しづらかった部分が

理解できた

拡大縮小ができるこ

と、アニメーション

が動くこと

上下反転、左右反転

ボタンがあれば良い

と思った

15 4 / 4 口腔期 イ 喉頭蓋

舌骨挙上, 食

道入口部開

大

まあまあ理解

できた
良かった

3Dで見れて理解が深

まった
3Dで見れる点

16 3 / 4 口腔期 イ 喉頭蓋
舌骨挙上, 軟

口蓋挙上

まあまあ理解

できた
良かった

立体的で、角度や大

きさを自在に操れ

て、教科書や資料で

2Dで見るより格段に

分かりやすかった。

複雑な操作がないと

ころが良かった。

17 3 / 4 口腔期 イ 喉頭蓋
舌骨挙上, 軟

口蓋挙上

まあまあ理解

できた
良かった

立体的な構造がわ

かった

AR modeより

recording modeの方

が見やすかった。

18 2 / 4 口腔期 エ 喉頭蓋
舌骨挙上, 軟

口蓋挙上

まあまあ理解

できた
良かった

立体的に形が見えて

良かった
少し難しかった
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19 4 / 4 口腔期 イ 喉頭蓋

舌骨挙上, 食

道入口部開

大

理解できた 良かった
立体的でわかりやす

かった。

立体的でわかりやす

かった。

表示されない時も

あった。

20 4 / 4 口腔期 イ 喉頭蓋

舌骨挙上, 食

道入口部開

大

まあまあ理解

できた
良かった

解剖学がすごく苦手

なのでそういう基礎

の部分に繋げてしれ

た事がとても分かり

やすかったです。

実際に動いてるとこ

ろが見れるのでよ

かったです。

21 3 / 4 口腔期 イ 喉頭蓋

軟口蓋挙上,

食道入口部

開大

まあまあ理解

できた
良かった 特になし 特になし 特になし

22 3 / 4 口腔期 イ 喉頭蓋

軟口蓋挙上,

食道入口部

開大

まあまあ理解

できた
良かった

教科書のように平面

ではないので理解し

やすかった

誰でも使いやすくて

操作しやすかった

23 3 / 4 口腔期 イ 喉頭蓋

軟口蓋挙上,

食道入口部

開大

まあまあ理解

できた
悪かった

操作に慣れれば使え

そうだが、使いこな

すのが難しい

立体的に色々な角度

から見れるのは良い

24 4 / 4 口腔期 イ 喉頭蓋

舌骨挙上, 食

道入口部開

大

まあまあ理解

できた
良かった

いろいろな角度から

立体的見ることがで

き理解しやすかっ

た。

立体的に見られるの

が良かった。
画像の操作が難しい

25 4 / 4 口腔期 イ 喉頭蓋

舌骨挙上, 食

道入口部開

大

まあまあ理解

できた
悪かった 準備不足 実際に立体で見れる

絶妙に動いて向き変

えたりするの難しい

26 3 / 4 口腔期 イ 喉頭蓋
舌骨挙上, 軟

口蓋挙上

まあまあ理解

できた
良かった

わかりやすかったで

す。

実物で見られる為分

かりやすかったで

す。

27 4 / 4 口腔期 イ 喉頭蓋

舌骨挙上, 食

道入口部開

大

理解できた 良かった

自分は2DよりDのも

のを記憶することが

得意なのですごく理

解ができた。口腔解

剖の授業でも使いな

がら受講したかっ

た。

色々な角度から見れ

てよかった。

向きをかえたりする

のがすこし難しかっ

た。

28 4 / 4 口腔期 イ 喉頭蓋

舌骨挙上, 食

道入口部開

大

まあまあ理解

できた
悪かった

どこを回すのか、分

からず理解が難し

かったです。

動くところが良かっ

た

くるくる回ってしま

い、使いづらかった

29 4 / 4 口腔期 イ 喉頭蓋

舌骨挙上, 食

道入口部開

大

理解できた 良かった
動く様子が見れて理

解しやすかった

固定するのに手間

取った

30 3 / 4 口腔期 イ 喉頭蓋
舌骨挙上, 軟

口蓋挙上
理解できた 良かった

立体で見て理解しや

すかった
見やすい 動かしにくい

31 4 / 4 口腔期 イ 喉頭蓋

舌骨挙上, 食

道入口部開

大

まあまあ理解

できた
良かった

立体的に見ることが

できてわかりやすい

図や絵ではわかりに

くい部分も見ること

ができる

32 3 / 4 口腔期 イ 喉頭蓋
舌骨挙上, 軟

口蓋挙上
理解できた 良かった わかりやすかった わかりやすかった なし

33 3 / 4 口腔期 イ 喉頭蓋
舌骨挙上, 軟

口蓋挙上
理解できた 良かった

見れないとこまで見

れた
良かったです

34 4 / 4 口腔期 イ 喉頭蓋

舌骨挙上, 食

道入口部開

大

まあまあ理解

できた
良かった

わかりやすかったか

ら。

いろんな角度から見

えたこと。

35 4 / 4 口腔期 イ 喉頭蓋

舌骨挙上, 食

道入口部開

大

まあまあ理解

できた
良かった

3Dで見ることによっ

て場所が分かりやす

かった。

立体的に見ることが

できた事

36 3 / 4 口腔期 エ 喉頭蓋

舌骨挙上, 食

道入口部開

大

まあまあ理解

できた
良かった

対人間だと見れない

位置から見れたのが

良かった。

お金がかからない。
真っ直ぐで見れな

い。

37 2 / 4 口腔期 エ 喉頭蓋
口唇閉鎖, 舌

骨挙上

まあまあ理解

できた
良かった イメージできた

頭の中でイメージが

しやすくなった

38 4 / 4 口腔期 イ 喉頭蓋

舌骨挙上, 食

道入口部開

大

まあまあ理解

できた
良かった

今までは部位の名称

が曖昧だったが明確

に分かりやすかった

スクショしてかきこ

み

39 1 / 4 口腔期 エ
食道入口

部

舌骨挙上, 軟

口蓋挙上
理解できた 良かった

立体的で見たらわか

りやすかった

立体的でみると複雑

なところも分かりや

すい

40 2 / 4 口腔期 エ 喉頭蓋

軟口蓋挙上,

食道入口部

開大

理解できた 良かった

動画と実際VRで見て

みてすごいわかりや

すかった。

指で拡大したり回転

したり頭蓋骨の中に

入れたりなど実際に

模型を見ているよう

な感じで分かりやす

かった。
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41 4 / 4 口腔期 イ 喉頭蓋

舌骨挙上, 食

道入口部開

大

まあまあ理解

できた
良かった 特にありません

平面で見ていたもの

を、立体でみること

ができて理解できた

ように思えます

特にありません

42 1 / 4 食道期 ウ 喉頭蓋
舌骨挙上, 軟

口蓋挙上

まあまあ理解

できた
良かった

立体？となって見え

ないところが見えた

教科書の面だけでは

わかりづらいのを見

ることができたか

ら！

43 2 / 4 口腔期 エ 喉頭蓋
舌骨挙上, 軟

口蓋挙上
理解できた 良かった

教科書上ではイラス

トなので、実際に立

体的に確認できる事

がすごくわかりやす

く、興味深く学習で

きた。

立体的で見やすくわ

かりやすかった。

44 2 / 4 口腔期 イ
食道入口

部

舌骨挙上, 軟

口蓋挙上

まあまあ理解

できた
良かった

実際に構造を知れた

のでよかった。
特になし 電池の減りが多い

45 3 / 4 口腔期 イ 喉頭蓋 舌骨挙上 理解できた 良かった

映像を見ながらの解

説がわかりやすく想

像しやすかったから

写真だと分かりづら

く見えない部分もア

プリを使ったら分か

りやすかった

46 4 / 4 口腔期 イ 喉頭蓋

舌骨挙上, 食

道入口部開

大

まあまあ理解

できた
悪かった

VRがあることでイ

メージができた
ズームできること

47 4 / 4 口腔期 イ 喉頭蓋

舌骨挙上, 食

道入口部開

大

理解できた 良かった

解剖の分野が苦手の

ためVRを使用するこ

とでどこに何がある

のか理解できそう

だったため

自由に動かせるとこ

ろ

最初めちゃくちゃ大

きいこと

48 4 / 4 口腔期 イ 喉頭蓋

舌骨挙上, 食

道入口部開

大

まあまあ理解

できた
良かった

解剖などの教科書は

動かせないのでイ

メージがつかなかっ

たけど自分で動かし

て上から下から見る

ことができたから

自分で動かして確認

ができたところ

49 3 / 4 口腔期 イ 喉頭蓋
舌骨挙上, 軟

口蓋挙上

まあまあ理解

できた
良かった

色んな角度から見る

ことができて、写真

と繋げやすくとても

わかりやすかったで

す。

写真問題とも繋げや

すくわかりやすかっ

たです

50 4 / 4 口腔期 イ 喉頭蓋

舌骨挙上, 食

道入口部開

大

あまり理解で

きなかった
悪かった むずかしかった 画像が動く

51 4 / 4 口腔期 イ 喉頭蓋

舌骨挙上, 食

道入口部開

大

理解できた 良かった

立体的にみることが

できたので良かった

です

見やすかったです
名称が出れば良いと

思いました

52 4 / 4 口腔期 イ 喉頭蓋

舌骨挙上, 食

道入口部開

大

理解できた 良かった

構造を3D的に見られ

たので、イメージが

やっとできた。

ちゃんと動きもある

こと。

53 4 / 4 口腔期 イ 喉頭蓋

舌骨挙上, 食

道入口部開

大

理解できた 良かった
実際筋肉と骨の着き

方が見えてわかった
上記に同じく

54 3 / 4 口腔期 イ 喉頭蓋
舌骨挙上, 軟

口蓋挙上
理解できた 良かった

アプリを使用した事

で、より嚥下の流れ

を理解する事ができ

た。

簡単に見る事がで

き、操作も容易だっ

た。

55 3 / 4 口腔期 イ 喉頭蓋

軟口蓋挙上,

食道入口部

開大

まあまあ理解

できた
良かった

立体があると図より

わかりやすい
見やすい なし

56 4 / 4 口腔期 イ 喉頭蓋

舌骨挙上, 食

道入口部開

大

理解できた 良かった
写真と照らし合わせ

て理解できた
見やすい 特になし

57 3 / 4 口腔期 イ 喉頭蓋 舌骨挙上 理解できた 良かった
部位の位置関係が理

解しやすかったです

色々な角度から確認

できる

平面を認識してくれ

ない

58 3 / 4 口腔期 イ 喉頭蓋
舌骨挙上, 軟

口蓋挙上

まあまあ理解

できた
良かった みたいとこがみえた 特になし

平面にうつすのがむ

ずかしかった

59 3 / 4 口腔期 エ 喉頭蓋

舌骨挙上, 食

道入口部開

大

まあまあ理解

できた
良かった

色々な角度から構造

を確認でき分かりや

すかった。

動画で人体の動きを

確認できる点、拡大

縮小や回転ができ、

骨と筋の関係性が理

解しやすい点
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60 3 / 4 口腔期 イ 喉頭蓋
舌骨挙上, 軟

口蓋挙上
理解できた 良かった

特に舌骨上筋群を立

体的に捉えることが

できたのがとても良

かった。

拡大縮小、角度を自

由に変えながら自分

の見たい部分に注目

できるところが良

かった。

バッテリー消費を少

なくしてもらえたら

嬉しい。

61 4 / 4 口腔期 イ 喉頭蓋

舌骨挙上, 食

道入口部開

大

まあまあ理解

できた
良かった

立体視できてわかり

やすくからです。
画面が小さい

62 3 / 4 口腔期 イ 喉頭蓋
舌骨挙上, 軟

口蓋挙上

まあまあ理解

できた
良かった 理解できた

知らなかったのがで

きた

上手くでてこなかっ

た

63 4 / 4 口腔期 イ 喉頭蓋

舌骨挙上, 食

道入口部開

大

まあまあ理解

できた
良かった

とても分かりやす

かったため、今まで

の疑問に思ってた事

が知れた

上下左右と自在に動

かせて見れた

64 4 / 4 口腔期 イ 喉頭蓋

舌骨挙上, 食

道入口部開

大

理解できた 良かった

3D化した構造が教科

書では見ずらかった

部分がとても分かり

やすく、認識しやす

かった。

大きさや角度を変え

やすく、スクショも

できるので自分で名

称を書き込める。

特にございません

65 4 / 4 口腔期 イ 喉頭蓋

舌骨挙上, 食

道入口部開

大

まあまあ理解

できた
良かった

それぞれの部位がど

こにあるのかなどが

改めて分かった

VRを使用して画像な

どでは分かりずらい

部位をしっかり確認

することが出来た

66 2 / 4 口腔期 エ 喉頭蓋
舌骨挙上, 軟

口蓋挙上

まあまあ理解

できた
良かった

立体的にみることが

できる

立体的にみることが

できる

ログインできなかっ

た

67 4 / 4 口腔期 イ 喉頭蓋

舌骨挙上, 食

道入口部開

大

理解できた 良かった

教科書の図よりイ

メージがつきやす

かったから。

イメージしやすい。

68 2 / 4 口腔期 エ 喉頭蓋
舌骨挙上, 軟

口蓋挙上
理解できた 良かった

図が見れて分かりや

すかった。

回しながらいろんな

角度から見られると

ころ

69 3 / 4 口腔期 イ 喉頭蓋
舌骨挙上, 軟

口蓋挙上
理解できた 良かった

1番わかりにくいとこ

ろが目に見えて頭で

整理できた。

記憶に残りやすい。

70 3 / 4 口腔期 イ 喉頭蓋 舌骨挙上 理解できた 良かった

動画で嚥下の動きを

確認し、自分の理解

の中で怪しい部分を

スクリーンショット

で保存することでわ

かりやすく整理する

ことができたため

とくになし とくになし

71 3 / 4 口腔期 イ 喉頭蓋
舌骨挙上, 軟

口蓋挙上

まあまあ理解

できた
良かった

摂食・嚥下について

VRでよく理解が出来

た。

とても見やすく、1年

の時にあまり理解が

追いつかなかったと

ころなので、アプリ

を使って1年の時より

も理解出来たところ

が良かった。

特になし。

72 3 / 4 口腔期 イ 喉頭蓋
舌骨挙上, 軟

口蓋挙上
理解できた 良かった

立体画像だったので

平面画像よりも仕組

みがわかりやすかっ

た

立体画像だから理解

度が上がる。

たまに開けなくなる

ところです。

73 4 / 4 口腔期 イ 喉頭蓋

舌骨挙上, 食

道入口部開

大

まあまあ理解

できた
良かった

写真で見るのと実際

に動いているのを見

るのとでは全然違っ

た

小分けにされている

ので見たいところを

ピンポイントで確認

できる

動かす時指だと思う

方向に動かない

74 3 / 4 口腔期 イ 喉頭蓋
舌骨挙上, 軟

口蓋挙上

まあまあ理解

できた
良かった

名称とそれがどこに

位置しているのかが

分かりやすくて良

かった

ズームしたり動かし

たりできるところが

良かったと思う

75 4 / 4 口腔期 イ 喉頭蓋

舌骨挙上, 食

道入口部開

大

理解できた 良かった
立体的で分かりやす

かった

動かして回ったりし

てみたいところを見

れるところ

76 4 / 4 口腔期 イ 喉頭蓋

舌骨挙上, 食

道入口部開

大

まあまあ理解

できた
良かった

自分で動かして、自

分が見たい部位に着

目して見ることがで

きたため。

自分で動かして、自

分が見たい部位に着

目して見ることがで

きたため。

操作が難しい。

77 3 / 4 口腔期 イ 梨状窩

舌骨挙上, 食

道入口部開

大

まあまあ理解

できた
良かった 特になし 立体で見やすかった 特になし

78 3 / 4 口腔期 ウ 喉頭蓋

舌骨挙上, 食

道入口部開

大

まあまあ理解

できた
良かった

実際の位置などを確

認できたから

色々な角度で見て勉

強ができてよかった

です
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79 3 / 4 口腔期 イ 喉頭蓋
舌骨挙上, 軟

口蓋挙上

まあまあ理解

できた
良かった

場所がすぐにチェッ

ク出来るのか便利

VRで動いてくれて動

きが確認できるのか

便利

80 3 / 4 口腔期 イ 喉頭蓋
舌骨挙上, 軟

口蓋挙上

まあまあ理解

できた
良かった

平面だと想像しにく

く、立体で見れるの

が良かったです。

色々なところを見れ

ること

81 4 / 4 口腔期 イ 喉頭蓋

舌骨挙上, 食

道入口部開

大

まあまあ理解

できた
良かった 、 、

82 3 / 4 口腔期 イ 喉頭蓋 舌骨挙上 理解できた 良かった

実際の動きが見える

と頭に入りやすいか

ら

アニメーションで見

えるのがとても良

かった

83 3 / 4 口腔期 イ 喉頭蓋 舌骨挙上
まあまあ理解

できた
良かった

先生の説明がわかり

やすい言葉を使われ

ていたから。

目視出来るのは良い

が機械に弱いので問

題点はあった。

画像の大きさを調整

するのが難しかった

です。

84 3 / 4 口腔期 イ 喉頭蓋
舌骨挙上, 軟

口蓋挙上

まあまあ理解

できた
良かった

イメージしやすかっ

た
すぐみれるところ

85 4 / 4 口腔期 イ 喉頭蓋

舌骨挙上, 食

道入口部開

大

理解できた 良かった
理解しやすいと感じ

たから。

自由自在に動かせる

ところ

86 4 / 4 口腔期 イ 喉頭蓋

舌骨挙上, 食

道入口部開

大

理解できた 良かった

VRや図などを見なが

ら説明してくれてす

ごく丁寧でゆっくり

だったのでわかりや

すかったです。

自分で見ながら学習

できるのでよかった

です。

87 2 / 4 口腔期 ア 喉頭蓋
舌骨挙上, 軟

口蓋挙上

まあまあ理解

できた
良かった 見やすかった

リアルでわかりやす

かった
特にないです

88 1 / 4 咽頭期 エ 喉頭蓋 舌骨挙上 理解できた 良かった
分かりやすかったか

ら

実際に見えるから理

解できる

89 1 / 4 咽頭期 ウ 喉頭蓋
舌骨挙上, 軟

口蓋挙上

まあまあ理解

できた
良かった 分かりやすかった。

出てきた模型を動か

せる
特になし

90 2 / 4 口腔期 エ 喉頭蓋
舌骨挙上, 軟

口蓋挙上
理解できた 悪かった

アプリがいまいちわ

からない
できてない

91 3 / 4 口腔期 イ 喉頭蓋
舌骨挙上, 軟

口蓋挙上

まあまあ理解

できた
良かった vrが何かわからない  

92 3 / 4 咽頭期 イ 喉頭蓋

舌骨挙上, 食

道入口部開

大

あまり理解で

きなかった
良かった 分かりやすかった

最初ログイン出来な

くて使いづらかった

93 3 / 4 口腔期 イ 喉頭蓋
舌骨挙上, 軟

口蓋挙上

まあまあ理解

できた
良かった

立体的に見ることで

教科書よりもわかり

やすかった

ダウンロードしてす

ぐに見れるところ

ダウンロードに時間

がかかる時がある

94 4 / 4 口腔期 イ 喉頭蓋

舌骨挙上, 食

道入口部開

大

理解できた 良かった
理屈が画像で確認で

きるから

どの角度からもみれ

ること
なし

95 2 / 4 口腔期 エ 喉頭蓋
食道入口部

開大

まあまあ理解

できた
良かった

イメージしやすかっ

た

図がどこかに行って

しまったり操作が難

しかった。

96 2 / 4 咽頭期 イ 喉頭蓋
口唇閉鎖, 舌

骨挙上
理解できた 良かった

実際に見ることで構

造が理解できて分か

りやすかった。

画質がとても綺麗で

分かりやすかった。

97 3 / 4 準備期 イ 喉頭蓋

舌骨挙上, 食

道入口部開

大

まあまあ理解

できた
良かった

教科書を見るだけで

なく実際に手で動か

してVRを見ること

で、頭に残った

頭に残る

98 3 / 4 準備期 イ 喉頭蓋

舌骨挙上, 食

道入口部開

大

まあまあ理解

できた
良かった 立体的に見えるから 見やすい

99 4 / 4 口腔期 イ 喉頭蓋

舌骨挙上, 食

道入口部開

大

まあまあ理解

できた
良かった

色々な角度で見れる

から

色々な角度から見れ

るとこ

100 2 / 4 口腔期 エ 喉頭蓋
舌骨挙上, 軟

口蓋挙上
理解できた 良かった

vrで見ることで画像

より構造がより詳し

く理解できたから。

様々な方向からの口

腔の構造がわかっ

た。

特になし

101 4 / 4 口腔期 イ 喉頭蓋

舌骨挙上, 食

道入口部開

大

まあまあ理解

できた
良かった わかりやすかった

自分で角度変えられ

る

ログインできたこと

がない

102 4 / 4 口腔期 イ 喉頭蓋

舌骨挙上, 食

道入口部開

大

まあまあ理解

できた
良かった 見やすかった

紙の授業よりはわか

りやすかったと思う
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103 3 / 4 咽頭期 イ 喉頭蓋

舌骨挙上, 食

道入口部開

大

理解できた 良かった
構造が分かりやす

かった
構造が分かりやすい

図の移動が容易にな

ればいいと思った

104 3 / 4 口腔期 イ 喉頭蓋
舌骨挙上, 軟

口蓋挙上

まあまあ理解

できた
良かった

使う部分だけ画面に

でてくるから

それぞれに分かれて

いて探しやすい

105 3 / 4 口腔期 エ 喉頭蓋

舌骨挙上, 食

道入口部開

大

まあまあ理解

できた
良かった

イメージができたか

ら
図がリアル

出てきた図に部位ご

との名称が書いてあ

ればもっと分かりや

すい

106 2 / 4 咽頭期 イ 喉頭蓋
舌骨挙上, 軟

口蓋挙上

まあまあ理解

できた
良かった 楽しかったから 色んなのが見れる

なかなか平面が取れ

なかった

107 4 / 4 口腔期 イ 喉頭蓋

舌骨挙上, 食

道入口部開

大

理解できた 良かった わかりやすい
色んな角度から見れ

る

タップしたら臓器？

がどっか飛んでっ

ちゃう

108 2 / 4 咽頭期 イ 梨状窩

舌骨挙上, 食

道入口部開

大

理解できた 良かった

普段見ることの出来

ない部位をしっかり

見るとことが出来た

から

画質が綺麗

109 1 / 4 咽頭期 エ 喉頭蓋
舌骨挙上, 軟

口蓋挙上

まあまあ理解

できた
良かった

実際に見ることで教

科書をるより理解し

やすかった。

動きも見ることが出

来た

110 4 / 4 口腔期 イ 喉頭蓋

舌骨挙上, 食

道入口部開

大

理解できた 良かった

立体的に見ることで

理解しやすいし頭に

も入りやすい

360°立体的に見れる

ところ

回転させると斜めに

なってしまうので見

たい向きにするのが

少し難しい

111 4 / 4 口腔期 イ 喉頭蓋

舌骨挙上, 食

道入口部開

大

理解できた 良かった 見やすかった
どこにあるかわかっ

た

112 4 / 4 口腔期 イ 喉頭蓋

舌骨挙上, 食

道入口部開

大

理解できた 良かった
VRを使うことで詳し

く知れたから。
見やすい。

113 3 / 4 口腔期 イ 喉頭蓋 舌骨挙上
まあまあ理解

できた
良かった

立体的に見ることが

できたのでわかりや

すかった

どうしてもいい角度

から見ることができ

ずに手間取ってしま

う。操作が難しい。

114 3 / 4 口腔期 イ 喉頭蓋 舌骨挙上 理解できた 良かった わかりやすかった 見やすい

見たいところに動か

す時の操作がやりず

らい

115 2 / 4 咽頭期 エ 喉頭蓋

舌骨挙上, 食

道入口部開

大

理解できた 良かった
想像がつきやすかっ

た
3Dなところ

116 4 / 4 口腔期 イ 喉頭蓋

舌骨挙上, 食

道入口部開

大

まあまあ理解

できた
良かった

実際に3Dで見ること

で、場所や動きを確

認できたから。

動いているところが

分かりやすくてよ

かった。

117 1 / 4 準備期 ウ 喉頭蓋
舌骨挙上, 軟

口蓋挙上

まあまあ理解

できた
良かった

イメージしやすかっ

たから。

イメージしやすく、

分かりやすかったか

ら。

特になし

118 1 / 4 咽頭期 エ 喉頭蓋 舌骨挙上 理解できた 良かった
リアルな映像で理解

出来たから

リアルで分かりやす

かった
楽しかった

119 1 / 4 咽頭期 エ 喉頭蓋
舌骨挙上, 軟

口蓋挙上
理解できた 良かった

立体的で想像が膨ら

んだから

まとめてあってわか

りやすかった

120 3 / 4 準備期 イ 喉頭蓋

舌骨挙上, 食

道入口部開

大

まあまあ理解

できた
良かった

言葉だけじゃ理解で

きないから。

実際に動いている様

子まで見れるから。

121 3 / 4 口腔期 エ 喉頭蓋

舌骨挙上, 食

道入口部開

大

まあまあ理解

できた
良かった

構造が分かりやす

かった

360度みえて教科書

では分からないとこ

ろが分かるわけ

とくになし

122 2 / 4 口腔期 エ 喉頭蓋
舌骨挙上, 軟

口蓋挙上
理解できた 良かった

拡大などが出来て見

やすいから

色んな部位が見れる

ところ

123 4 / 4 口腔期 イ 喉頭蓋

舌骨挙上, 食

道入口部開

大

まあまあ理解

できた
良かった

分かりやすかったか

ら
見やすい ない

124 3 / 4 咽頭期 イ 喉頭蓋

舌骨挙上, 食

道入口部開

大

まあまあ理解

できた
良かった

実際に見えた方が想

像がつきやすいか

ら。

パスワードを忘れて

しまっていてログイ

ンに手こずった。

125 4 / 4 口腔期 イ 喉頭蓋

舌骨挙上, 食

道入口部開

大

理解できた 良かった わかりやすかった
ズームしたりなどや

りやすい

126 3 / 4 口腔期 イ 喉頭蓋

軟口蓋挙上,

食道入口部

開大

まあまあ理解

できた
良かった

摂食・嚥下の講義で1

度動画を見せても

らっただけだったの

で､自分のペースで確

認出来て良かった。

動画より自分が見や

すく使えるところ。

VRが見える程でアプ

リが動いていたけど､

私には見えておらず､

困惑した
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127 4 / 4 口腔期 イ 喉頭蓋

舌骨挙上, 食

道入口部開

大

理解できた 良かった
見やすくてわかりや

すかった

近づけたり遠ざけた

りできたところ

128 3 / 4 口腔期 イ 喉頭蓋
舌骨挙上, 軟

口蓋挙上
理解できた 良かった わかりやすい みやすい
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４．日本の歯科衛生士教育への寄与を目指す活動 

 

（１） 歯科医師からの外部評価・検証 

 

本年度までは教育現場の見地から初学者への優先教材をＶＲ・ＡＲ化

し制作してきたが、本事業構成機関の医療法人社団 慶生会の協力のも

とで、現場の歯科医師の見地から「歯科衛生士には理解してほしい人体

構造体や仕組みが学べるか」等の評価やご意見を求めた結果、臨床家の

皆さんにも活用いただきたい画期的なシステムという高い評価を得られ

た。今後、他校への水平展開に取り組むにあたり、本教材は国家資格合

格を目指す学生の遠隔学習支援策になるというレベルに留まらず、歯科

医療現場の医療行為に寄与するレベルの大事なことを学べる本格的な教

材という位置づけを持って臨めることがあらためて確認できた。 

 

※現場で歯科専門的治療を行う歯科医師であり、 

日本口腔衛生学会 認定医･評議員の一宮頼子先生にご協力いただいた。 

▼実際に操作をしていただいた上で、下記の貴重なご意見を頂戴した。 

 

 

 

 

 

 

Holoeyes Eduを視聴して（所感） 

日本社会が超高齢社会に突入し、われわれ歯科医師が臨床の現場で摂

食・嚥下障害の患者様を診査、診断、治療する機会も多くなってきました。嚥下

機能の評価法としては嚥下造影検査（VF：Videofluoroscopic exa-mination of 

swallowing）や嚥下内視鏡検査（VE：Videoendoscopic examination of swallowing）が

ありますが、これらを活用する際には正常な摂食・嚥下の一連の流れを理解し

ておく必要があります。これら知識の習得の際に、手軽にスマートフォン上でい

つでもどこでも、どの角度からも正常な動きがアニメーションで確認できるのは

画期的でした。教育の現場だけでなく、臨床家の皆さんにもぜひご活用いただ

きたいツールかと思います。 
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（２） 拡散ツール公開や他校の理解促進ツールの制作 

 

本年度はＶＲ・ＡＲモデル（人体の各構造体）ラインアップを完成さ

せるとともに、学びの支援策として「授業用補助ツール」や「学習補助

ツール（復習・事前学習サポートツール）」の制作を行い、遠隔教育シ

ステムとしての量と質の充実を行ってきた。 

さらに、他校への水平展開をはかるためのシステム構築（水平展開体

制の構築）の一環として、拡散ツールの公開や他校理解促進ツールの充

実をはかった。 

 

＜拡散ツール公開＞（広報動画の公開） 

作成した動画をＷｅｂ上に掲載： 

先行事例として社会的に認知してもらい、安心・共感も獲得 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

https://youtu.be/c700kJ87zt4?t=6 
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    ＜他校理解促進ツール＞ 

① 標準学習指導案の作成：授業への導入法の理解と検討の指標となる 

学 習 指 導 案 

単 元 名 口腔解剖学 本時の位置 まとめ 授業者  

対 象 者  

日 時  実 施 場 所  

本 時 の 

到 達 目 標 

（単元目標） 

・咀嚼筋の名称、起始、停止、作用について理解できる。 

 

（願 い）・医療人として汎用性のある基礎知識の定着を図ることで、国家試験対策学習の礎を構築する。 

 

準 備 物 

配 布 資 料 

・HoloeyesEdu APPを DL済みのデバイス 

・使用教科書「歯・口腔の構造と機能 口腔解剖学・口腔組織発生学・口腔生理学」 

環 境 構 成 対面授業 

   

時間 実施内容 指導内容 留意点 

事前 HoloeyesEdu 使用説明  App起動➡サンプルを表示する➡日本医歯薬専門学校 事前に「HoloeyesEdu」app をスマホに DL 

事前 事前アンケート QR コードを読み取り➡アンケート実施 

Q1.苦手とする科目群 

Q2.歯と口腔の構造と機能においての得意苦手 

Q3.Q2 と答えた理由 

Q4.Q2 の回答と学習の相関 

 

5 分（導入） コマシラバス読み合わせ 授業の流れと到達目標を共有する。  

5 分（展開 1） 

 

 

5 分 

 

 

 

 

 

 

15 分（展開 2） 

 

 

10 分 

 

 

10 分 

 

 

10 分 

 

 

 

 

5 分（展開 3） 

 

10 分 

 

 

 

学びの目的 

 

 

頭部の筋 

 

 

 

 

 

骨の名称と位置 

（HokieyesEdu 使用） 

 

咀嚼筋の位置 

（HoloeyesEdu 使用） 

 

起始・停止とは 

 

下顎骨の構造 

（HoloeyesEdu 使用） 

 

 

咀嚼筋の神経支配 

 

咀嚼筋の作用 

 

臨床系科目と解剖学のつながり 

 Ex.下顎安静位と咀嚼筋 

 

筋を覚える！！ ポイント 

名前 

起始・停止（部位） 

作用 

神経支配 

 

下顎骨・側頭骨・蝶形骨 

 

 

咬筋・側頭筋・内側翼突筋・外側翼突筋 

 

 

・教科書 P37 起始停止マークアップ 

 

下顎角内面/外面 

・国試の図版にて内角/外角を選択 

・教科書 P25 停止マークアップ 

 

咀嚼筋は下顎神経支配 

 

・教科書 P218 表Ⅲ-3-1マークアップ 

蝶形骨に付着する筋 

外側翼突筋の構造 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・スライドに表示されてる骨の位置を「頭蓋＿

02」にて確認 

 

・各咀嚼筋を「頭頚部の筋」のコンテンツにて

確認 

 

 

 

・内面/外面が観察できる方向を「下顎骨」に

て確認 

・筋突起・咬筋粗面・翼突筋粗面・翼突筋窩を 

「下顎骨」をスクリーンショットしたものにマ

ークアップをする 

 

 

5 分（まとめ） 小テスト QR コード読み取り➡小テスト実施  

5 分 事後アンケート QR コードを読み取り➡アンケート実施  
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学 習 指 導 案 

単 元 名 口腔解剖学 本時の位置 まとめ 授業者  

対 象 者  

日 時  実 施 場 所  

本 時 の 

到 達 目 標 

（単元目標） 

・咀嚼筋の名称、起始、停止、作用について理解できる。 

 

（願 い）・医療人として汎用性のある基礎知識の定着を図ることで、国家試験対策学習の礎を構築する。 

 

準 備 物 

配 布 資 料 

・HoloeyesEdu APPを DL済みのデバイス 

・使用教科書「歯・口腔の構造と機能 口腔解剖学・口腔組織発生学・口腔生理学」 

環 境 構 成 対面授業 

   

時間 実施内容 指導内容 留意点 

事前 HoloeyesEdu 使用説明  App起動➡サンプルを表示する➡日本医歯薬専門学校 事前に「HoloeyesEdu」app をスマホに DL 

事前 事前アンケート QR コードを読み取り➡アンケート実施 

Q1.苦手とする科目群 

Q2.歯と口腔の構造と機能においての得意苦手 

Q3.Q2 と答えた理由 

Q4.Q2 の回答と学習の相関 

 

5 分（導入） コマシラバス読み合わせ 授業の流れと到達目標を共有する。  

5 分（展開 1） 

 

 

5 分 

 

 

 

 

 

 

15 分（展開 2） 

 

 

10 分 

 

 

10 分 

 

 

10 分 

 

 

 

 

5 分（展開 3） 

 

10 分 

 

 

 

学びの目的 

 

 

頭部の筋 

 

 

 

 

 

骨の名称と位置 

（HokieyesEdu 使用） 

 

咀嚼筋の位置 

（HoloeyesEdu 使用） 

 

起始・停止とは 

 

下顎骨の構造 

（HoloeyesEdu 使用） 

 

 

咀嚼筋の神経支配 

 

咀嚼筋の作用 

 

臨床系科目と解剖学のつながり 

 Ex.下顎安静位と咀嚼筋 

 

筋を覚える！！ ポイント 

名前 

起始・停止（部位） 

作用 

神経支配 

 

下顎骨・側頭骨・蝶形骨 

 

 

咬筋・側頭筋・内側翼突筋・外側翼突筋 

 

 

・教科書 P37 起始停止マークアップ 

 

下顎角内面/外面 

・国試の図版にて内角/外角を選択 

・教科書 P25 停止マークアップ 

 

咀嚼筋は下顎神経支配 

 

・教科書 P218 表Ⅲ-3-1マークアップ 

蝶形骨に付着する筋 

外側翼突筋の構造 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・スライドに表示されてる骨の位置を「頭蓋＿

02」にて確認 

 

・各咀嚼筋を「頭頚部の筋」のコンテンツにて

確認 

 

 

 

・内面/外面が観察できる方向を「下顎骨」に

て確認 

・筋突起・咬筋粗面・翼突筋粗面・翼突筋窩を 

「下顎骨」をスクリーンショットしたものにマ

ークアップをする 

 

 

5 分（まとめ） 小テスト QR コード読み取り➡小テスト実施  

5 分 事後アンケート QR コードを読み取り➡アンケート実施  

 

学 習 指 導 案 

単 元 名 口腔解剖学 本時の位置 
国家試験試験対策 

導入 
授業者  

対 象 者  

日 時  実 施 場 所 新東京歯科衛生士学校 

本 時 の 

到 達 目 標 

（単元目標） 

・咀嚼筋の名称、起始、停止、作用について理解できる。 

・咀嚼筋、表情筋、舌骨上筋ならびに舌骨下筋の位置と働き（顎運動）を理解する。 

・顎関節の基本的構造を理解する。 

（願 い）・医療人として汎用性のある基礎知識の定着を図ることで、国家試験対策学習の礎を構築する。 

 

準 備 物 

配 布 資 料 

・HoloeyesEdu APPを DL済みのデバイス、AR マーカー 

・使用教科書「歯・口腔の構造と機能 口腔解剖学・口腔組織発生学・口腔生理学」 

環 境 構 成 対面授業 

   

時間 実施内容 指導内容 留意点 

5 分 コマシラバス読み合わせ 授業の流れと到達目標を共有する。  

10分 HoloeyesEdu 使用説明  App起動➡サンプルを表示する➡日本医歯薬専門学校 

 （ARマーカー使用） 

事前に「HoloeyesEdu」app をスマホに DL 

技術サポート 保科 

5 分 事前アンケート QR コードを読み取り➡アンケート実施 

Q1.苦手とする科目群 

Q2.歯と口腔の構造と機能においての得意苦手 

Q3.Q2 と答えた理由 

Q4.Q2 の回答と学習の相関 

 

 

5 分 

 

 

 

 

5 分 

 

 

 

 

20 分 

 

 

10 分 

 

 

10 分 

 

 

 

 

10 分 

開口閉口筋と臨床系科目 

 

 

 

頭部の筋 

 

 

 

 

咀嚼筋の起始・停止確認 

（HoloeyesEdu 使用） 

 

咀嚼筋の作用 

 

頸部の筋 

舌骨上筋群・舌骨下筋群 

（HoloeyesEdu 使用） 

 

咀嚼時の筋電図と下顎運

動 

 

歯科補綴学・摂食嚥下機能とのつながり 

 Ex.下顎安静位と咀嚼筋 

 Ex.嚥下と舌骨上下筋群 

 

筋を覚える！！ ポイント 

名前 

起始・停止（部位） 

作用 

神経支配 

咬筋・側頭筋・内側翼突筋・外側翼突筋 

・教科書 P37 起始停止マークアップ 

・蝶形骨の構造（5 分） 

閉口・側方運動時の作用 

・教科書 P91 

オトガイ舌骨筋・顎舌骨筋・顎二腹筋・茎突舌骨筋 

肩甲舌骨筋・胸骨舌骨筋・胸骨甲状筋・甲状舌骨筋 

・教科書 P40.41 起始停止マークアップ 

 

筋電図から読み取る作用 

開口相・閉口相とは 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

HoloeyesEdu のスクリーンショットを取り、起

始を赤、停止を青でマークアップする。 

 

 

 

 

 

5 分 小テスト QR コード読み取り➡小テスト実施  

5 分 事後アンケート QR コードを読み取り➡アンケート実施  
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② 導入のための補助ツールの作成：具体的に何をするのか想像できる

（導入した場合に担当教員が学生に対して行う基本手順とツールの提示） 

◯基本手順書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

次ページに掲載 

次ページに掲載 

次々ページに掲載 
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◯ツール（基本手順書内に url記載の各ツール） 

(ア) 事前アンケート例 

 

 

(イ) アプリダウンロード方法動画 
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(ウ) アプリ操作方法動画 
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（３） 水平展開を目指した広報活動 

 

本年度は、本事業によって完成した遠隔教育コンテンツを他校に水平

展開させ、日本の歯科衛生士教育に寄与するために、上項の通り拡散ツ

ールの公開や他校の理解を促進する補助となるツールの制作を行うだけ

で終わらせず、広報活動も併せて実施し、外部教育機関での紹介や問合

せの受け付けを行った。 

 

＜広報活動＞ 

８月２５日 第１９回歯科衛生士学校連絡協議会にて教材紹介 

（〒113-0033東京都文京区本郷２-２１-３ 2階 東京都歯科衛生士会で実施） 

東京都歯科衛生士会は、「歯科衛生士の倫理の高揚及び歯科衛生の実践 

並びに学術研究・研修の振興を図り、歯科衛生の普及啓発を行い、もって

都民の健康と福祉を増進することを目的」（「公益社団法人 東京都歯科衛

生士会 2023年度事業計画書 」より抜粋）とした公益社団法人である。ま

た、歯科衛生士学校連絡協議会は東京都歯科衛生士会の諸会議の一つで

ある。日本の歯科衛生士教育への寄与、他校への水平展開を考えた時、良

い認知・理解の機会を得られたものと考えている。 

 

実際、その後、下記日付で学校長、理事、先生方からのお問合せも頂

戴し、対応している。 

＜お問合せ＞ 

９月５日   学校法人 東邦歯科学院 東邦歯科医療専門学校 

９月２６日  学校法人 日本体育大学 日本体育大学医療専門学校 

１０月３０日 明倫短期大学  

 

   広報活動担当や問合せ窓口は、本事業の「◯プログラム開発部にて遠

隔授業プログラムの企画と各種ツールの制作、◯実施・検証部として開

発したＶＲ・ＡＲモデル（人体の各構造体）を使用した授業の実施」等

を主導的に行った教員が担当した。本事業終了後も水平展開に尽力し、

日本の歯科衛生士教育に寄与していく所存である。 
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５．今後の展望（継続性、発展性） 

（１）本年度の取り組み振り返り 

 

本年度事業では、 

 ＶＲ・ＡＲモデル（人体の各構造体）ラインアップの完成 

 授業用補助ツール動画の制作 

 自主学習補助ツールの制作 

で遠隔教育コンテンツを充実させるとともに、 

 

３種類の最終検証を行い、 

 「授業満足度検証のためのアンケート調査」 

 「理解度テスト」 

 「成績調査」（小テスト成績比較分析） 

によって、「満足度」「理解度」「遠隔教育環境下におけるＶＲ・ＡＲ使

用の有無による教育効果の比較」を調査・検証し、本事業での取り組み

が教育効果を上げうることが確認できた。 

 

さらに、 

 現場の歯科医師からの外部評価・検証 

によって、歯科医師から見て現場での仕事にとっても有用性の高い教材

であることが判明した本事業の成果を積極的に他校水平展開すべく、 

 拡散ツール公開や他校の理解促進ツール制作 

（動画公開、標準学習指導案の作成、基本手順書作成およびツ

ールの制作） 

 広報活動 

を行い、遠隔教育実践モデルとしての水平展開を目指すシステム構築・

拡散活動を起こすことができた。 
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（２）現状を検証・考察し、導き出される課題、展望 

 

本年度は満足度や理解度の高さをアンケート調査で確認できたことに

加えて、本事業で開発した先端技術「ＶＲ・ＡＲ遠隔教育コンテンツ」

であるＶＲ・ＡＲモデル（人体の各構造体）を活用した遠隔授業を受け

た学生の成績と対面授業を受けた学生と比較することで、学習効果を数

値で確認できたことにより一定の成果を得られたものと考えている。 

今後はさらに、学生に対する復習の重要度についての動機づけの強化

や、学習効果確認・検証のための設問の精度向上、テストの実施時期の

変更によってＶＲ・ＡＲモデル教材の可能性をさらに深く精密に検討し

くことができるだろう。このよりいっそう精密な学習効果検証が、水平

展開時の広報の説得力を増すことにもつながると考えている。 

 

 

（３）ＶＲ・ＡＲモデル（人体の各構造体）の活用実績と継続性 

 

現在、本校では他校の協力も得ながらも、本事業で制作した「ＶＲ・

ＡＲ遠隔教育コンテンツ」の活用を推し進めている。 

 

＜活用実績＞ 

2022年度 

4月 20日 日本医歯薬専門学校Ⅰ部  1年生   「解剖学」 

4月 27日 日本医歯薬専門学校Ⅰ部  1年生   「解剖学」 

5月 11日 日本医歯薬専門学校Ⅰ部  1年生   「解剖学」 

5月 19日 日本医歯薬専門学校Ⅱ部  1年生   「解剖学」 

6月 30日 太田医療技術専門学校   3年生   「口腔解剖学」 

8月 31日 新東京歯科衛生士学校Ⅰ部 1年生   「解剖学」 

9月 23日 新東京歯科衛生士学校Ⅰ・Ⅱ部 3年生 「口腔解剖学」 

12月 9日 日本医歯薬専門学校Ⅰ部  1年生   「口腔解剖学」 

12月 15日 新東京歯科衛生士学校Ⅱ部 1年生   「解剖学」 
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12月 16日 日本医歯薬専門学校Ⅰ部  1年生   「口腔解剖学」 

12月 20日 日本医歯薬専門学校Ⅰ・Ⅱ部  3年生 「口腔解剖学」 

 

2023年度 

5月 24日 日本医歯薬専門学校Ⅰ部  1年生   「解剖学」 

6月 7日  日本医歯薬専門学校Ⅰ部  1年生   「解剖学」 

7月 4日  新東京歯科衛生士学校Ⅱ部 1年生   「解剖学」 

7月 20日 日本医歯薬専門学校Ⅱ部  2年生 「摂食嚥下機能療法」 

7月 20日 日本医歯薬専門学校Ⅱ部  3年生 「摂食嚥下機能療法」 

7月 26日 日本医歯薬専門学校Ⅰ部  1年生   「解剖学」 

9月 27日 日本医歯薬専門学校Ⅰ部  1年生   「口腔解剖学」 

10月 4日 日本医歯薬専門学校Ⅰ部  1年生   「口腔解剖学」 

11月 3日 日本医歯薬専門学校Ⅰ部  2年生 「摂食嚥下機能療法」 

12月 1日 新東京歯科衛生士学校Ⅰ部 1年生   「解剖学」 

 

本事業終了後も自校や協力他校でのＶＲ・ＡＲモデル（人体の各構造

体）の活用を継続して推し進め、その活動の中で、 

✓ 学生への学習においての立ち位置を実感させる授業の仕掛けと、

反復学習の「必要感」の動機づけ強化といった教育者としての工

夫を積み重ね、経験・事例を増やすことと、 

✓ 「ＶＲ・ＡＲモデル（人体の各構造体）」や「教育現場や学生の自

宅学習等でより有効性を高めるためのツール」といった制作物の

ブラッシュアップを加え続けることが、 

ＶＲ・ＡＲモデル（人体の各構造体）を使用した遠隔教育導入モデルを

他校に水平展開するための広報・拡散活動の補強・後方支援となり、ひ

いては日本の歯科衛生士教育の発展に寄与することにつながると考えて

いる。今後とも、歯科衛生士教育では日本初の試みであるＶＲ・ＡＲを

活用した遠隔授業を推進していきたい。 

 

 

 


